
 1 明治期における『随園食単』の受容について

明
治
期
に
お
け
る
『
随
園
食
単
』
の
受
容
に
つ
い
て

―
木
原
章
六
「
随
園
食
単
註
訳
」
と
陽
其
二
『
家
庭
支
那
料
理
法
』

―
池　

田　

昌　

広

〔
要
旨
〕　

清
の
袁
枚
が
著
し
た
『
随
園
食
単
』
は
中
国
料
理
書
の
古
典
で
あ
る
。
幕
末
に
初
伝
し
た
が
難
解
ゆ
え
か
利
用
さ
れ
た
形

跡
が
な
い
。
同
書
の
受
容
史
は
明
治
期
に
は
じ
ま
る
。
小
文
が
と
り
あ
げ
る
、
木
原
章
六
「
随
園
食
単
註
訳
」
と
陽よ
う

其そ
の
じ二
『
家
庭
支

那
料
理
法
』
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
随
園
食
単
』
の
日
本
初
の
訳
注
と
日
本
初
の
ほ
ぼ
全
訳
で
あ
る
。
木
原
は
明
治
前
期
に
司
法
官
を

つ
と
め
た
人
物
で
、「
随
園
食
単
註
訳
」
は
日
本
最
古
の
料
理
雑
誌
と
い
わ
れ
る
『
庖
丁
塩
梅
』
に
一
八
八
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け

十
四
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
。『
随
園
食
単
』
の
前
半
を
訳
注
す
る
も
、
中
途
で
著
者
が
死
去
し
未
完
に
お
わ
っ
た
。
陽
は
活
版

印
刷
業
者
そ
し
て
日
本
初
の
日
刊
新
聞
の
発
行
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
一
九
〇
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
家
庭
支
那
料
理
法
』
は
、
前

半
に
木
原
の
訳
文
を
流
用
し
、
後
半
を
新
た
に
邦
訳
し
た
、『
随
園
食
単
』
の
翻
訳
書
で
あ
る
。
両
著
作
と
も
従
来
の
訓
読
で
な
く

懇
切
な
日
本
語
訳
に
よ
っ
て
読
者
の
理
解
を
う
な
が
す
な
ど
、
参
考
資
料
が
潤
沢
に
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
当
時
に
あ
っ
て
意
欲
的
な

仕
事
と
い
っ
て
よ
い
。
両
著
に
関
す
る
先
行
研
究
は
ほ
ぼ
な
く
、
こ
れ
ら
の
事
実
の
多
く
は
小
文
が
初
め
て
指
摘
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
木
原
章
六
、
陽
其
二
、
袁
枚
、
随
園
食
単
、
庖
丁
塩
梅
。
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は
じ
め
に

清
の
袁
枚
（
一
七
一
六
〜
一
七
九
七
）
が
著
し
た
『
随
園
食
単
』
は
中
国
料
理
書
の
古
典
で
あ
る
。
原
刊
本
の
自
序
に
乾
隆

五
十
七
年
（
一
七
九
二
）
の
年
紀
が
あ
り
著
者
晩
年
の
作
と
知
ら
れ
る
。
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
で
あ
っ
た
か
れ
が
、
長
年
の
美
食

生
活
で
つ
ち
か
っ
た
蘊
蓄
を
か
た
っ
て
あ
ま
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
中
国
で
は
「
食
経
」
な
ど
と
称
さ
れ
、
お
お
い
に
尊
重
さ
れ

て
き
た
。

日
本
で
も
、
中
国
の
飲
食
文
化
に
関
す
る
名
著
と
評
さ
れ
る
。
同
書
の
日
本
へ
の
舶
載
は
、
幕
末
の
一
八
四
六
年
か
ら

一
八
五
三
年
ま
で
に
「
随
園
三
十
種
」
の
収
載
書
と
し
て
五
回
輸
入
さ
れ
た
の
が
最
早
の
よ
う
だ
。
た
だ
詩
名
の
た
か
い
袁
枚
の

著
述
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
江
戸
時
代
に
『
随
園
食
単
』
が
利
用
さ
れ
た
形
跡
は
見
あ
た
ら
な
い
。
同
書
の
受
容
史
は
明
治
に
は

じ
ま
る
よ
う
だ
。
小
文
は
、
こ
の
初
期
受
容
史
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
期
に
『
随
園
食
単
』
は
ど
う
読
ま
れ
た
の
か
。
じ
つ
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
小
文
が
と
り
あ
げ
る
、
木
原
章
六
「
随

園
食
単
註
訳
」（
以
下
、「
註
訳
」）
と
、
陽
其
二
『
家
庭
支
那
料
理
法
』（
以
下
、
陽
書
）
と
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
言
及
が

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
甚
少
で
あ
り
、
か
つ
少
な
か
ら
ず
誤
解
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
前
者
は
『
随
園
食
単
』
の
日

本
初
の
訳
注
の
こ
こ
ろ
み
で
あ
り
、
後
者
は
日
本
初
の
ほ
ぼ
全
訳
で
あ
り
、
そ
し
て
両
著
に
は
密
接
な
か
か
わ
り
が
あ
る
。

次
章
か
ら
そ
の
考
証
を
す
す
め
る
わ
け
だ
が
、両
著
の
関
係
に
つ
い
て
、あ
ら
か
じ
め
結
論
を
述
べ
て
お
く
。「
註
訳
」
は
『
随

園
食
単
』
の
前
半
の
み
に
訳
注
を
ほ
ど
こ
し
た
だ
け
で
未
完
に
お
わ
っ
た
。
そ
の
十
六
年
後
に
出
た
の
が
陽
書
だ
が
、
そ
の
前

半
は
「
註
訳
」
の
訳
文
を
そ
っ
く
り
流
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
流
用
の
事
実
は
「
註
訳
」
の
訳
文
と
比
較
し
て
は
じ
め
て
分
か

る
こ
と
で
、
陽
書
は
「
註
訳
」
に
ま
っ
た
く
言
及
し
な
い
。
陽
書
の
後
半
は
「
註
訳
」
が
お
よ
ば
な
か
っ
た
『
随
園
食
単
』
後

（
1
）

（
2
）

（
3
）



 3 明治期における『随園食単』の受容について

半
の
翻
訳
で
あ
る
。
そ
の
翻
訳
者
に
つ
い
て
、
陽
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
証
左
は
な
い
。
わ
た
し
は
、
木
原
の
遺
稿
を
流
用

し
た
可
能
性
も
考
え
る
が
、
陽
自
身
が
翻
訳
し
た
可
能
性
を
否
定
す
る
者
で
は
な
い
。
果
た
し
て
陽
書
は
前
半
と
後
半
と
を
あ

わ
せ
『
随
園
食
単
』
の
ほ
ぼ
全
訳
に
な
っ
て
い
る
。

一　
「
随
園
食
単
註
訳
」
に
つ
い
て

本
章
で
は
、「
註
訳
」
の
基
本
情
報
を
整
理
す
る
。

「
註
訳
」
は
、
日
本
最
古
の
料
理
雑
誌
と
い
わ
れ
る
『
庖
丁
塩
梅
』
に
連
載
さ
れ
た
。
同
誌
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）

十
二
月
に
創
刊
さ
れ
た
月
刊
誌
で
あ
る
。
い
ま
刊
行
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
全
三
十
七
集
。
第
三
十
六
集
が
同
二
十
二
年

十
二
月
に
刊
行
さ
れ
、
一
年
二
箇
月
の
休
刊
を
へ
て
、
同
二
十
四
年
二
月
に
第
三
十
七
集
が
出
た
の
が
最
後
の
よ
う
だ
。
い
ま

江
原
絢
子
監
修
『
庖
丁
塩
梅
』
全
四
巻
（
ク
レ
ス
出
版
、二
〇
一
四
年
）
に
影
印
さ
れ
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、

陽
其
二
は
『
庖
丁
塩
梅
』
刊
行
の
発
起
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。

同
誌
は
第
一
集
よ
り
「
支
那
料
理
（
の
部
）」
の
項
を
も
う
け
、
中
国
料
理
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
す
る
。「
註
訳
」
は
、
こ
の
「
支

那
料
理
の
部
」
に
、第
二
十
三
集
か
ら
第
三
十
六
集
ま
で
毎
集
缺
か
さ
ず
掲
載
さ
れ
た
。
都
合
十
四
回
の
連
載
状
況
を
「
表
1
「
随

園
食
単
註
訳
」
掲
載
一
覧
」
に
ま
と
め
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
全
十
四
回
で
『
随
園
食
単
』
の
ほ
ぼ
半
分
に
訳
注
を
ほ
ど
こ

す
。「
註
訳
」
以
前
に
『
随
園
食
単
』
閲
読
の
記
事
さ
え
ほ
ぼ
発
見
さ
れ
な
い
か
ら
、未
完
に
お
わ
っ
た
と
は
い
え
、「
註
訳
」
は
『
随

園
食
単
』
の
訳
注
と
し
て
は
日
本
初
の
こ
こ
ろ
み
と
考
え
ら
れ
る
。
全
訳
注
が
成
ら
な
か
っ
た
の
は
著
者
の
死
去
ゆ
え
と
推
さ

れ
る
（
後
述
）。
な
お
著
者
と
編
輯
部
と
の
行
き
違
い
か
ら
、
第
二
十
集
に
未
定
稿
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
小
文
は
こ
れ

を
第
0
回
と
数
え
た
。

（
4
）

（
5
）

（
6
）



 4 

表 1　「随園食単註訳」掲載一覧

註訳
通番

掲載誌
集番

発行
年月日 内　　　容

0 20 1888.7.30. 須知単（先天須知）

1 23 10.29. 随園食単註訳序、凡例、随園食単序、須知単（先
天須知、作料須知）、挿画

2 24 11.26. 須知単（洗刷須知～独用須知）、挿画

3 25 12.25. 須知単（火候須知～時節須知）、挿画

4 26 1889.2.4.
須知単（多寡須知～本分須知）、戒単（戒外加油、
戒同鍋熟）、挿画　※「本分須知」の「訳」は省
略

5 27 3.9. 戒単（戒耳餐～戒走油）、挿画

6 28 4.11. 戒単（戒落套～戒苟且）、海鮮単（燕窩～蠣黄）、
江鮮単（刀魚二法～黄魚）

7 29 5.11. 江鮮単（班魚、仮蟹）、特牲単（猪頭二法～油灼肉）

8 30 6.13. 特牲単（乾鍋蒸肉～炒肉片）

9 31 7.15. 特牲単（八宝肉円～蜜火腿）

10 32 8.14. 雑牲単（牛肉～鹿尾）、羽族単（白片雞～炒雞片）

11 33 9.10. 羽族単（蒸小雞～赤 肉雞）

12 34 10.19. 羽族単（ 菇 雞～蒸鴨）

13 35 11.19. 羽族単（鴨糊塗～焼鵞）、水族有鱗単（辺魚～白魚）

14 36 12.18. 水族有鱗単（季魚～醋 魚）、魚図（折込）



 5 明治期における『随園食単』の受容について

行
論
の
便
宜
、
第
二
十
集
と
第
二
十
三
集
と
の
、「
註
訳
」
直
前
に
配
さ
れ
た
編
輯
子
（
藤
松
種
十
か
）
執
筆
の
前
文
を
引
く
。

原
文
は
基
本
的
に
句
読
点
が
な
い
の
で
適
宜
付
す
。
ま
た
変
体
仮
名
は
現
在
通
行
の
字
体
に
あ
ら
た
め
る
。

社
友
山
雷
子
曾
テ
随
園
食
単
ノ
翻
訳
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
寄
贈
セ
ラ
レ
タ
リ
。
此
書
ハ
支
那
料
理
方
ノ
心
得
ト
材
料
ト
ヲ
示
ス

モ
ノ
ニ
シ
テ
、
尋
常
料
理
ノ
及
フ
処
ニ
ア
ラ
ス
。
勿
論
随
園
ナ
ル
人
ハ
、
食
用
上
ニ
於
テ
モ
、
頗
ル
熱
心
家
ノ
聞
ヘ
ア
ル
。

諸
国
ノ
料
理
ヲ
悉
ク
経
験
シ
テ
、
之
ニ
品
評
ヲ
加
ヘ
、
傍
ラ
料
理
上
ノ
注
意
等
ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
看
官
ニ
於
テ
或
ハ

必
用
ト
モ
為
ル
ヘ
キ
カ
故
ニ
、
毎
集
一
二
章
ヲ
載
セ
テ
全
篇
ヲ
完
フ
セ
ン
ト
欲
ス
。
依
テ
ハ
此
ヲ
支
那
料
理
ノ
部
ニ
掲
ク
。

（
第
二
十
集
の
前
文
）

前
第
二
十
集
に
随
園
食
単
註
訳
を
出
し
た
る
か
、
右
を
社
友
山
雷
子
が
寄
せ
ら
れ
た
る
は
、
昨
年
一
二
月
の
交
に
て
、
後

山
雷
子
は
更
に
之
を
訂
正
し
、
又
東
林
鄭
（
永
寧
）
先
生
・
錦
窠
伊
藤
（
圭
介
）
先
生
の
箋
註
を
得
ら
れ
、
又
雨
谷
川
村

先
生
の
画
も
得
ら
れ
、
又
山
雷
子
の
序
文
・
凡
例
等
も
出
来
た
る
趣
に
て
、
山
雷
子
は
右
二
十
集
を
一
読
し
て
、
右
等
を

出
さ
さ
る
を
不
快
と
な
し
、
之
を
編
集
局
に
詰
問
せ
ら
れ
た
り
。
編
集
局
に
て
は
右
等
の
出
来
居
る
を
も
知
ら
ず
、
昨
年

寄
せ
ら
れ
た
る
儘
に
て
出
し
た
る
は
聊
疎
漏
の
責
め
な
き
に
非
ず
。
依
て
此
度
は
更
に
山
雷
子
に
就
き
、
其
訂
正
本
を
得

た
る
に
付
き
、
以
後
は
毎
集
一
二
章
を
出
し
、
以
て
全
編
を
完
ふ
せ
ん
と
す
。 

（
第
二
十
三
集
の
前
文
）

こ
れ
ら
前
文
か
ら
、く
だ
ん
の
行
き
違
い
の
如
何
の
ほ
か
、「
註
訳
」
の
著
者
が
社
友
の
「
山
雷
子
」
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
、「
東

林
鄭
（
永
寧
）
先
生
」「
錦
窠
伊
藤
（
圭
介
）
先
生
」「
雨
谷
川
村
先
生
」
と
い
う
三
人
の
協
力
者
が
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

第
二
十
三
集
に
は
上
掲
の
前
文
の
あ
と
、「
随
園
食
単
註
訳
序
」
が
つ
づ
く
。
著
者
山
雷
子
の
漢
文
の
自
序
で
あ
る
。
原
文
は

白
文
。
い
ま
句
読
を
く
わ
え
て
引
用
し
、
つ
い
で
私
か
に
書
き
下
し
た
文
を
し
め
す
。

随
園
食
単
註
訳
序
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是
書
原
為
清
国
乾
隆
間
餘
杭
袁
簡
斎
、
隠
居
白
下
随
園
、
所
積
年
手
集
之
食
単
也
。
袁
氏
以
詩
文
鳴
於
世
、
如
小
倉
山
房

集
及
詩
話
等
数
十
種
、
我
邦
儒
流
莫
不
喜
誦
。
其
中
乃
留
心
於
割
烹
、
而
有
此
篇
之
存
、
人
或
未
取
読
焉
。
夫
飲
食
之
事

為
人
生
栄
衛
之
本
、
於
我
養
身
資
生
、
苟
有
善
者
、
豈
可
不
広
求
博
采
。
按
周
礼
列
庖
丁
膳
夫
於
天
官
、
我
朝
延
喜
之
式

亦
載
有
調
済
法
、
袁
氏
著
之
、
盖
亦
有
見
於
此
乎
。
余
初
読
之
、
知
為
有
用
之
書
、
唯
其
所
言
盤
琖
盆
椀
之
器
、
烹
調
煎

炒
之
法
、
及
水
陸
肉
菜
之
名
称
、
苦
難
知
、
属
何
物
而
作
此
用
、
毎
憾
読
其
文
而
茫
無
所
解
。
適
聞
我
東
林
鄭
先
生
曾
遊

清
国
南
北
間
六
七
次
、
居
之
亦
六
七
年
、
頗
通
彼
国
語
言
風
俗
也
。
余
以
向
者
所
抱
疑
義
就
而
質
之
、
乃
竭
其
所
聞
見
為

詳
説
之
、
遂
得
暁
然
有
所
通
焉
。
抑
飲
食
人
之
宝
不
可
不
講
求
也
、
故
特
為
之
註
訳
以
公
于
世
。
竊
恐
司
庖
厨
者
、
或
出

奴
婢
之
流
、
未
習
漢
字
、
仍
難
通
暁
。
於
是
又
繙
之
用
邦
語
、
庶
便
若
輩
一
目
瞭
然
、
亦
古
俗
語
与
其
言
之
於
奥
、
寧
告

諸

之
意
。
惟
君
子
勿
罪
余
、
以
養
口
腹
之
徒
幸
耳
。

　
　
　

明
治
二
十
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
雷
子
木
原
章
六

随
園
食
単
註
訳
序

是
の
書
原も
と

よ
り
清
国
の
乾
隆
間
に
餘
杭
の
袁
簡
斎
が
白
下
の
随
園
に
隠
居
し
積
年
手
ず
か
ら
集
め
し
所
と
為
る
食
単
な
り
。

袁
氏
は
詩
文
を
以
て
世
に
鳴
る
、
小
倉
山
房
集
及
び
詩
話
等
数
十
種
の
如
き
は
、
我
が
邦
の
儒
流
喜
誦
せ
ざ
る
莫
し
。
其

の
中
に
乃
ち
心
を
割
烹
に
留
め
、
而
し
て
此
の
篇
の
存
す
る
有
り
、
人
或
は
未
だ
取
り
て
焉こ

れ
を
読
ま
ず
。
夫
れ
飲
食
の

事
は
人
生
栄
衛
の
本
と
為
す
、
我
に
於
て
は
身
を
養
い
生
に
資
す
、
苟も

し
善
き
も
の
有
ら
ば
、
豈あ

に
広
求
博
采
せ
ざ
る
可

け
ん
や
。
周
礼
を
按
ず
る
に
庖
丁
膳
夫
を
天
官
に
列
す
、
我
が
朝
の
延
喜
の
式
も
亦
た
載
せ
て
調
済
法
有
り
、
袁
氏
之こ
れ

を

著
す
に
、
盖
し
亦
た
此
を
見
る
こ
と
有
ら
ん
か
。
余
初
め
て
之
を
読
み
、
有
用
の
書
為た

る
を
知
る
、
唯
だ
其
れ
言
う
所
の

盤
琖
盆
椀
の
器
、
烹
調
煎
炒
の
法
、
及
び
水
陸
肉
菜
の
名
称
、
苦は
な
は

だ
何
物
に
属
し
て
此
の
用
を
作
す
を
知
る
こ
と
難
し
、
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毎
に
其
の
文
を
読
み
て
茫
と
し
て
解
す
る
所
無
き
を
憾
む
。
適た
ま

た
ま
我
が
東
林
鄭
先
生
曾
て
清
国
の
南
北
の
間
に
遊
ぶ
こ

と
六
七
次
、
之
に
居
る
こ
と
も
亦
た
六
七
年
な
る
を
聞
く
、
頗
る
彼
の
国
の
語
言
風
俗
に
通
ず
る
な
り
。
余
向い
つ
ぞ
や者
に
抱
く

所
の
疑
義
を
以
て
就
い
て
之
を
質
す
、
乃
ち
其
の
聞
見
す
る
所
を
竭つ
く

し
て
為
に
之
を
詳
説
す
、
遂
に
暁
然
と
し
て
通
ず
る

所
有
る
を
得
る
な
り
。
抑
そ
も
飲
食
は
人
の
宝
に
し
て
講
求
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
、
故
に
特
に
之
の
註
訳
を
為つ
く

り
以

て
世
に
公
に
す
。
竊
に
恐
る
る
は
庖
厨
を
司
る
者
、
或
は
奴
婢
流
に
出
で
て
、
未
だ
漢
字
を
習
わ
ず
、
仍
て
通
暁
す
る
こ

と
難
か
ら
ん
こ
と
を
。
是
に
於
て
又
た
之
を
繙
く
に
邦
語
を
用
い
、
若
輩
の
一
目
瞭
然
に
便
な
ら
ん
こ
と
を
庶こ
い
ね
が

う
、
亦
た

古
の
俗
語
は
其
れ
之
を
奥
に
言
う
与よ

り
は
、
寧
ろ
諸

の
意
を
告
げ
ん
。
惟
だ
君
子
余
を
罪
す
る
こ
と
勿
か
れ
、
口
腹
を

養
う
の
徒
を
以
て
幸
と
な
す
の
み
。

　
　
　

明
治
二
十
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
雷
子
木
原
章
六

こ
の
序
文
に
よ
り
山
雷
子
が
木
原
章
六
な
る
人
物
と
分
か
る
。
木
原
の
略
歴
お
よ
び
協
力
者
に
つ
い
て
は
次
章
に
ゆ
ず
る
。

木
原
の
自
序
は
連
載
の
趣
意
を
述
べ
る
。『
随
園
食
単
』
と
袁
枚
と
に
つ
い
て
略
説
し
た
あ
と
、
飲
食
研
究
の
重
要
性
を
説
く
。

つ
い
で
『
随
園
食
単
』
の
有
用
と
難
解
と
に
お
よ
び
、「
東
林
鄭
先
生
」
か
ら
示
教
を
え
た
こ
と
を
述
べ
、「
註
訳
」
の
執
筆
公

表
を
宣
言
す
る
。
難
解
な
『
随
園
食
単
』
が
漢
文
に
不
慣
れ
な
料
理
人
に
も
ひ
ろ
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
訳
注
は
平
易

な
日
本
語
に
よ
る
こ
と
も
言
い
そ
え
る
。
最
後
の
点
は「
註
訳
」の
体
裁
な
い
し
文
体
に
か
か
わ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、「
註
訳
」

の
訳
文
は
従
来
の
訓
読
調
で
は
な
く
、
文
語
な
が
ら
く
だ
け
た
も
の
で
あ
る
。「
随
園
食
単
註
訳
序
」
の
あ
と
「
凡
例
」
六
条
が

あ
げ
ら
れ
、
い
よ
い
よ
袁
枚
「
随
園
食
単
序
」
か
ら
訳
注
が
は
じ
ま
る
。

訳
注
の
体
裁
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ま
ず
袁
枚
の
原
文
を
返
り
点
つ
き
で
挙
げ
る
。
初
回
だ
け
断
句
点
が
付
せ
ら
れ
て

い
る
が
、
以
後
省
略
さ
れ
た
の
は
、
印
刷
の
便
を
お
も
ん
ば
か
っ
て
の
こ
と
か
。
も
っ
と
も
返
り
点
が
あ
れ
ば
断
句
は
容
易
だ
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か
ら
、
句
読
点
は
と
く
に
必
要
な
い
。
原
文
に
つ
づ
い
て
「
註
」
と
「
訳
」
と
が
つ
づ
く
。「
随
園
食
単
註ヽ
訳ヽ
」
の
名
義
の
所
以

で
あ
る
。「
註
」
に
は
漢
字
片
仮
名
を
、「
訳
」
に
は
漢
字
平
仮
名
を
も
ち
い
る
の
は
、
視
覚
的
に
見
や
す
い
。「
訳
」
は
総
ル
ビ

で
あ
る
。
な
お
「
註
」
が
な
く
「
訳
」
だ
け
の
場
合
も
あ
る
。

「
註
訳
」
の
底
本
は
乾
隆
の
原
刊
本
系
統
の
よ
う
だ
。『
随
園
食
単
』
の
刊
行
は
、
上
述
の
よ
う
に
乾
隆
五
十
七
年
の
袁
枚
自

刻
の
単
行
本
が
最
初
で
あ
る
。
そ
の
四
年
後
の
嘉
慶
元
年
（
一
七
九
六
）
に
も
袁
枚
は
新
雕
し
て
い
る
（
翌
年
袁
枚
歿
）。
そ
れ

か
ら
「
随
園
三
十
種
」「
随
園
三
十
八
種
」
な
ど
袁
枚
の
著
作
集
の
一
冊
と
し
て
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
種
々
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。

青
木
正
児
が
『
随
園
食
単
』
の
訳
注
を
な
す
に
あ
た
り
、「
随
園
食
単
原
文
校
勘
表
」
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
上
記
乾
隆
の

原
刊
本
、「
随
園
三
十
種
」
随
園
刻
本
、「
随
園
三
十
八
種
」
光
緒
本
の
異
同
を
調
査
し
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
青
木
の
校
勘

表
を
参
考
に「
註
訳
」の
挙
げ
る
原
文
を
閲
す
れ
ば
、基
本
的
に
乾
隆
本
に
一
致
し
ほ
か
の
二
本
と
異
な
る
。
煩
雑
を
お
そ
れ
一
々

挙
例
し
な
い
が
、
木
原
は
原
刊
本
系
統
の
本
を
入
手
し
た
と
思
し
い
。

二　

木
原
章
六
と
そ
の
協
力
者

本
章
で
は
、「
註
訳
」
を
著
し
た
木
原
章
六
と
、
三
人
の
協
力
者
と
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

自
序
に
見
え
る
「
山
雷
子
木
原
章
六
」
な
る
人
物
は
、
明
治
前
期
の
司
法
官
で
あ
っ
た
木
原
章
六
（
一
八
四
八
〜
一
八
八
九
）

と
推
さ
れ
る
。
木
原
は
諱
を
祐
之
と
い
い
、
広
島
藩
儒
の
木
原
桑
宅
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
十
七
歳
に
し
て
藩
の
学
問
所
の

句
読
師
に
く
わ
わ
り
、
十
九
歳
の
と
き
藩
命
を
も
っ
て
岡
山
の
興
譲
館
に
留
学
し
阪
谷
朗
廬
に
師
事
し
た
。
こ
う
し
て
培
わ
れ
た

漢
学
の
素
養
は
後
年
、「
註
訳
」
を
撰
述
す
る
う
え
で
大
い
に
役
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
文

部
省
つ
い
で
司
法
省
に
出
仕
し
、
同
八
年
（
一
八
七
五
）
に
七
等
判
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
長
崎
上
等
裁
判
所
な
ど
に
勤
務
し
た
。

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）
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同
十
年
（
一
八
七
七
）
に
廃
官
を
契
機
に
帰
省
、
四
年
間
郷
里
に
あ
っ
て
法
律
学
校
の
講
法
館
を
設
立
す
る
な
ど
し
た
。
同

十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
上
京
、
父
桑
宅
と
同
門
の
大
審
院
長
・
玉
乃
世
履
の
推
薦
で
検
事
と
な
り
神
戸
裁
判
所
へ
赴
任
、
そ

し
て
東
京
控
訴
裁
判
所
詰
検
事
、
宮
城
控
訴
裁
判
所
詰
検
事
長
、
大
阪
控
訴
裁
判
所
詰
検
事
な
ど
を
歴
任
し
た
。
同
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
八
月
、
長
崎
控
訴
院
検
事
在
職
中
に
胸
水
腫
の
た
め
帰
郷
、
静
養
の
か
い
な
く
そ
の
年
の
十
月
二
日
以
前
に
死
去

し
た
（
死
亡
日
に
は
諸
説
あ
り
）。
享
年
四
十
二
。

木
原
は
『
庖
丁
塩
梅
』
の
有
力
な
寄
稿
者
で
あ
っ
た
。
同
誌
第
五
集
（
明
治
二
十
年
四
月
）
の
「
投
書
之
部
」
に
「
明
治
料

理
新
編
」
を
投
じ
、
こ
れ
は
第
二
十
五
集
（
明
治
二
十
一
年
十
二
月
）
ま
で
休
み
な
く
二
十
一
回
に
わ
た
り
連
載
さ
れ
た
。
第
一

回
の
投
稿
は
漢
文
の
自
序
を
ふ
く
め
八
頁
の
長
文
、
そ
の
の
ち
も
和
洋
中
の
料
理
に
取
材
し
た
多
彩
な
記
事
を
書
い
た
。
す
で

に
連
載
を
も
ち
な
が
ら
、さ
ら
に
新
連
載
を
は
じ
め
た
こ
と
に
な
る
。
木
原
は
幹
部
会
員
の
よ
う
な
立
場
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

『
庖
丁
塩
梅
』
の
発
行
は
、
石
井
治
兵
衛
が
設
立
し
た
割
烹
研
究
会
と
、
こ
れ
を
拡
大
改
称
し
た
食
物
研
究
会
と
、
両
者
の
活
動

と
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
前
者
の
設
立
は
明
治
二
十
二
年
二
月
、
そ
の
年
四
月
に
後
者
に
改
称
し
た
。『
庖
丁
塩
梅
』

第
二
十
九
集
（
明
治
二
十
二
年
五
月
）
に
「
食
物
研
究
会
開
設
旨
意
書
」
に
つ
づ
き
同
会
の
特
別
会
員
・
通
常
会
員
・
地
方
会
員
、

都
合
二
十
三
名
の
氏
名
が
載
る
が
、
木
原
の
名
は
な
い
。
そ
の
年
に
木
原
は
死
去
す
る
が
同
誌
に
そ
の
報
道
は
な
い
。
ち
な
み

に
「
註
訳
」
連
載
終
了
の
報
も
見
当
た
ら
な
い
。
両
連
載
は
同
誌
の
一
購
読
者
で
あ
っ
た
木
原
の
持
込
み
で
は
な
い
か
。

「
註
訳
」
に
は
三
人
の
協
力
者
が
い
た
。
既
引
の
前
文
に
挙
が
る
「
東
林
鄭
（
永
寧
）
先
生
」「
錦
窠
伊
藤
（
圭
介
）
先
生
」「
雨

谷
川
村
先
生
」
の
三
人
で
あ
る
。

鄭
永
寧
（
一
八
二
九
〜
一
八
九
七
）
は
唐
通
事
出
身
の
通
訳
官
と
し
て
、
明
治
期
の
対
清
外
交
を
さ
さ
え
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
東
林
は
そ
の
号
で
あ
る
。
唐
小
通
事
の
呉
用
蔵
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
の
ち
に
鄭
幹
輔
の
養
子
と
な
っ
た
。
万
延
元
年

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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（
一
八
六
〇
）
に
幹
輔
が
病
死
、
永
寧
は
家
督
を
つ
い
で
小
通
事
過
人
に
昇
進
し
た
。
維
新
後
は
長
崎
府
に
出
仕
し
た
の
ち
、
明

治
二
年
（
一
八
六
九
）、
外
務
省
の
一
等
訳
官
に
就
任
し
た
。
翌
年
四
月
に
文
書
権
正
に
な
り
、
同
八
月
に
外
務
大
丞
・
柳
原
前

光
に
随
行
し
て
渡
清
し
て
の
ち
、
少
な
く
と
も
五
回
は
清
に
渡
航
し
た
よ
う
だ
。
こ
の
う
ち
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
十
一
月

か
ら
同
九
年
（
一
八
七
六
）
一
月
ま
で
臨
時
代
理
公
使
の
任
に
あ
っ
た
。
木
原
の
自
序
に
「
我
東
林
鄭
先
生
曾
遊
清
国
南
北
間

六
七
次
、
居
之
亦
六
七
年
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
を
い
う
の
だ
ろ
う
。
日
清
修
好
条
規
の
締
結
や
台
湾
出
兵
を

は
じ
め
、
対
清
外
交
の
現
場
で
活
躍
し
た
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
退
官
。
同
三
十
年
（
一
八
九
七
）
七
月
二
十
九
日
に

死
去
、
享
年
六
十
九
。

伊
藤
圭
介
（
一
八
〇
三
〜
一
九
〇
一
）
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
の
蘭
学
者
・
植
物
学
者
、
錦
窠
は
そ
の
号
で
あ
る
。
日
本
初
の

理
学
博
士
で
あ
り
、
学
者
と
し
て
初
め
て
爵
位
（
男
爵
）
を
授
け
ら
れ
た
。
町
医
者
の
西
山
玄
道
の
次
男
と
し
て
名
古
屋
に
生

ま
れ
、
京
都
と
長
崎
に
遊
学
し
、
長
崎
で
は
シ
ー
ボ
ル
ト
に
師
事
し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
ツ
ン
ベ
ル
ク
『
日
本
植
物
誌
』
を

あ
た
え
ら
れ
、
こ
れ
を
研
究
翻
訳
し
て
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
『
泰
西
本
草
名
疏
』
二
巻
を
著
し
た
。
こ
れ
は
日
本
に

お
け
る
近
代
植
物
学
の
初
の
紹
介
と
さ
れ
る
。
医
者
と
し
て
種
痘
を
ひ
ろ
め
た
功
績
も
あ
る
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
上

京
し
、
同
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
東
京
大
学
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
一
月
二
十
日
に
死
去
、

享
年
九
十
九
。

川
村
雨
谷
（
一
八
三
八
〜
一
九
〇
六
）
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期
の
司
法
官
に
し
て
画
家
。
名
は
応
心
、
通
称
は
新
介
、
雨
谷
は

そ
の
号
で
あ
る
。
幕
臣
の
川
村
幽
対
の
息
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
家
督
を
相
続
、
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
に
長
崎
奉
行
支
配
定
役
と
し
て
長
崎
赴
任
、
そ
の
地
で
木
下
逸
雲
、
日
高
鉄
翁
ら
に
南
画
を
学
ん
で
い
る
。
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
に
刑
部
省
に
出
仕
、
大
阪
・
仙
台
・
東
京
・
松
江
な
ど
に
赴
任
し
、
大
審
院
判
事
に
の
ぼ
り
、
同
三
十
一

（
15
）

（
16
）
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年
（
一
八
九
八
）
に
退
官
し
た
。
判
事
の
か
た
わ
ら
画
作
に
い
そ
し
み
、
同
十
五
年
（
一
八
八
二
）
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会

に
「
山
水
」「
梅
」
で
銅
賞
を
う
け
、
同
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
東
京
南
画
会
を
結
成
す
る
な
ど
、
晩
年
は
南
画
界
の
重
鎮
と

し
て
活
躍
し
た
。
篆
刻
や
俳
諧
も
好
み
、俳
号
は
烏
黒
、枯
木
庵
烏
谷
。
同
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
十
二
月
二
十
九
日
に
死
去
、

享
年
六
十
九
。

こ
の
三
人
の
う
ち
、
鄭
永
寧
は
『
庖
丁
塩
梅
』
に
す
で
に
長
期
の
連
載
を
も
っ
て
い
た
。
同
誌
第
十
二
集
（
明
治
二
十
年

十
一
月
）
か
ら
第
二
十
六
集
（
同
二
十
二
年
二
月
）
ま
で
、
連
続
十
五
回
に
わ
た
り
「
物
名
漢
和
同
音
考
」
を
連
載
し
て
い
る
。

同
誌
第
七
集
冒
頭
に
「
暑
天
喫
粥
の
効
」
を
寄
せ
た
「
下
谷
将
就
木
」
も
鄭
永
寧
で
は
な
い
か
。
ほ
か
の
二
人
の
寄
稿
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
。

三
人
の
役
回
り
に
つ
い
て
は
、「
凡
例
」
に
記
載
が
あ
る
。

東
林
鄭
先
生
は
、
元
来
支
那
語
を
善
く
し
、
其
上
支
那
へ
は
六
七
度
も
遊
び
、
又
六
七
年
も
居
ら
れ
た
る
人
故
、
之
に
箋

註
を
乞
ひ
た
る
な
り
。
錦
窠
伊
藤
先
生
は
、
過
日
博
士
の
学
位
を
賜
は
ら
れ
た
る
博
物
学
者
の
泰
斗
た
る
を
以
て
、
之
に

も
箋
註
を
乞
ひ
た
る
が
、
右
二
先
生
と
も
速
に
箋
註
を
賜
り
た
り
。
依
て
鄭
先
生
の
箋
註
に
は
鄭
の
字
を
冠
せ
、
伊
藤
先

生
の
分
は
伊
の
字
を
冠
せ
て
、
其
区
別
を
示
す
。 

（「
凡
例
」
第
四
条
）

画
は
碗

を
食
卓
に
列
へ
た
る
体
裁
よ
り
厨
下
諸
器
に
至
る
迄
を
示
し
た
る
な
り
。 

（「
凡
例
」
第
五
条
）

上
引
の
前
文
と
あ
わ
せ
、
鄭
と
伊
藤
と
に
は
注
釈
を
、
川
村
に
は
挿
画
を
依
頼
し
た
と
判
明
す
る
。

鄭
注
は
第
一
回
の
「
先
天
須
知
」、
第
二
回
の
「
独
用
須
知
」、
第
四
回
の
「
選
用
須
知
」
の
三
条
だ
け
確
認
で
き
る
。『
山
堂

肆
考
』『
楊
慎
外
集
』『
雨
航
雑
録
』『
河
南
通
志
』
を
引
き
食
材
を
考
証
す
る
。
み
な
木
原
の
「
註
」「
訳
」
の
あ
と
に
木
原
注

と
区
別
し
て
配
さ
れ
る
。
た
だ
三
条
し
か
見
え
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
な
お
第
六
回
の
「
燕
高
」
か
ら
最
終
第
十
四
回
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ま
で
、
木
原
の
「
註
」
と
は
別
に
各
項
末
尾
に
撰
者
不
明
の
注
記
が
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
も
鄭
注
か
。
伊
藤
注
は
全
く
見
え

な
い
。
こ
れ
は
野
菜
な
ど
植
物
系
の
食
材
に
関
す
る
記
述
が
『
随
園
食
単
』
後
半
に
集
中
し
、
前
半
に
な
い
こ
と
の
反
映
か
。

伊
藤
の
専
攻
は
植
物
学
で
あ
る
。「
註
訳
」
が
『
随
園
食
単
』
の
後
半
に
お
よ
べ
ば
、「
伊
」
注
も
掲
挙
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

挿
画
に
つ
い
て
述
べ
る
。
連
載
第
一
回
か
ら
第
五
回
ま
で
毎
回
一
点
の
（
お
そ
ら
く
）
木
版
画
が
掲
載
さ
れ
る
。
第
六
回
以

降
は
見
え
な
い
。
中
断
の
理
由
は
未
詳
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
三
回
と
第
五
回
と
に
は
落
款
が
あ
る
。
後
者
は
「
丙
戌
八
月
援

筆
至
／
明
年
十
二
月
始
成
／
陸
蓮
子
印
」
と
あ
り
、
印
記
は
「
陸
蓮
子
」
と
読
め
る
。
陸
蓮
子
は
川
村
の
別
号
で
あ
る
。
丙
戌

は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
だ
か
ら
、
川
村
は
早
く
か
ら
木
原
の
依
頼
で
「
註
訳
」
の
挿
画
を
描
い
た
か
。
あ
る
い
は
別
件

で
え
が
い
た
画
を
挿
画
に
転
用
し
た
か
。

上
述
の
よ
う
に
、「
註
訳
」
は
未
完
に
お
わ
っ
た
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
著
者
の
木
原
が
中
途
で
死
去
し
た
こ
と
に
求
め
ら

れ
よ
う
。
上
述
の
よ
う
に
、
か
れ
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
九
月
末
な
い
し
十
月
初
め
に
亡
く
な
っ
た
。「
註
訳
」
最
後

の
連
載
は
、
木
原
歿
後
の
同
年
十
二
月
発
行
の
誌
上
で
あ
る
。
後
段
の
論
述
と
も
関
係
す
る
が
、
も
し
木
原
に
後
続
す
る
遺
稿

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
連
載
は
つ
づ
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
掲
載
誌
は
休
刊
と
な
っ
た
。

三　

陽
其
二
と
『
家
庭
支
那
料
理
法
』
に
つ
い
て

本
章
で
は
、
陽
其
二
と
陽
書
と
の
基
本
情
報
を
整
理
す
る
。

陽
書
は
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
十
一
月
に
東
京
の
大
学
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
表
紙
と
封
面
と
に
「
支
那
料
理
大
家

陽
其
二
先
生
著ヽ
」
と
あ
り
、
封
面
を
め
く
れ
ば
挿
画
（
お
そ
ら
く
木
版
画
）
が
五
点
、
つ
い
で
「
小
序
」「
目
次
」
そ
し
て
本
文

と
つ
づ
く
。
目
次
は
都
合
三
十
一
頁
、
本
文
は
都
合
百
十
一
頁
。
な
お
本
文
冒
頭
に
「
陽
其
二
編ヽ
」
と
あ
る
。
奥
付
に
よ
れ
ば
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定
価
は
二
十
五
銭
で
あ
っ
た
。
同
書
は
日
本
の
中
国
料
理
書
と
し
て
先
駆
的
な
著
作
だ
が
、
影
印
や
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
は
な

い
よ
う
だ
。
公
的
機
関
の
所
蔵
も
ま
れ
で
、
江
原
絢
子
と
東
四
柳
祥
子
と
の
労
作
『
近
代
料
理
書
の
世
界
』（
ド
メ
ス
出
版
、

二
〇
〇
八
年
）
で
も
、
東
京
家
政
学
院
大
学
附
属
図
書
館
大
江
文
庫
所
蔵
本
が
著
録
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
（
二
六
五
頁
）。
小
文

は
同
文
庫
本
の
複
写
を
利
用
し
た
。

著
者
の
陽
其
二
（
一
八
三
八
〜
一
九
〇
六
）
は
、
活
版
印
刷
業
者
そ
し
て
日
本
初
の
日
刊
新
聞
の
発
行
者
と
し
て
名
が
と
お

る
。
通
称
は
其き

じ二
、
号
は
天
老
居
士
、
夏
徴
生
な
ど
。
長
崎
の
生
ま
れ
。
陽
家
は
代
々
唐
通
事
を
つ
と
め
た
家
で
、
か
れ
も
十
歳

で
無
給
稽
古
通
事
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
活
版
印
刷
の
祖
と
い
わ
れ
る
本
木
昌
造
に
ま
な
び
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
幕

府
海
軍
長
崎
丸
汽
関
方
と
な
っ
た
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
長
崎
鎔
鉄
所
（
の
ち
の
長
崎
製
鉄
所
）
に
勤
務
し
活
版
製
造
を

管
理
、
翌
年
に
活
版
所
を
開
設
し
本
木
と
と
も
に
活
版
印
刷
術
の
開
発
を
す
す
め
る
。
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
本
木
の
抜

擢
で
横
浜
に
お
も
む
き
、
日
本
初
の
日
刊
紙
『
官
許
横
浜
新
聞
』
を
創
刊
。
同
六
年
に
同
郷
の
竹
谷
半
次
郎
ら
と
同
地
に
印
刷

所
「
景
諦
社
」
を
設
立
。
同
社
は
翌
年
に
東
京
抄
紙
会
社
（
の
ち
の
王
子
製
紙
）
に
譲
渡
さ
れ
た
が
、
陽
は
抄
紙
会
社
横
浜
分

社
で
引
き
つ
づ
き
印
刷
業
に
従
事
し
た
。
同
九
年
に
は
大
蔵
省
・
第
一
銀
行
の
命
に
よ
り
通
訳
と
し
て
渡
清
、
帰
国
後
に
東
京
・

横
浜
の
製
紙
分
社
の
支
配
人
と
な
り
、
同
十
年
に
製
紙
分
社
か
ら
雑
誌
『
穎
才
新
誌
』
を
主
宰
創
刊
し
た
。
同
誌
は
週
刊
で
近

代
日
本
初
の
全
国
的
子
供
向
け
雑
誌
と
い
う
。
製
紙
分
社
か
ら
は
『
支
那
貿
易
説
』（
明
治
十
一
・
一
八
七
八
）
と
『
清
宮
履
歴

涯
略
』（
明
治
十
三
・
一
八
八
〇
）と
二
つ
の
自
著
を
出
版
し
て
い
る
。
同
十
六
年
に
東
京
日
本
橋
亀
島
町
に
高
級
中
国
料
理
店「
偕

楽
園
」
を
開
業
し
た
。
そ
の
あ
と
『
庖
丁
塩
梅
』
の
創
刊
に
関
与
し
た
の
は
上
述
の
と
お
り
。
内
国
勧
業
博
覧
会
の
審
査
員
な
ど

を
歴
任
し
、
同
二
十
四
年
に
五
十
四
歳
で
製
紙
分
社
統
括
を
辞
す
る
。
そ
の
後
は
跡
見
女
学
校
の
割
烹
教
授
に
就
く
な
ど
中
国

料
理
の
専
門
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
陽
書
刊
行
の
翌
年
九
月
二
十
四
日
に
死
去
、
享
年
六
十
九
。

（
17
）

（
18
）

（
19
）
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陽
書
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、ほ
と
ん
ど
情
報
が
な
い
。
ほ
ぼ
唯
一
の
史
料
が
「
小
序
」
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
全
文
を
引
く
。

ル
ビ
は
省
略
。

　
　

小
序

本
書
は
清
国
割
烹
の
博
識
家
袁
先
生
の
著
せ
る
料
理
書
を
基
本
と
し
、
清
国
の
諸
邦
を
遊
歴
し
て
人
情
風
俗
に
精
通
せ
る

林
先
生
の
説
を
参
考
と
し
、
編
者
が
多
年
の
実
験
上
の
智
識
に
依
り
、
支
那
風
の
料
理
法
を
実
習
せ
ん
と
す
る
本
邦
人
士

の
為
め
に
、
そ
の
最
も
簡
便
に
し
て
、
滋
養
美
味
に
適
ひ
、
材
料
も
亦
本
邦
よ
り
供
給
せ
ら
る
ゝ
も
の
を
選
び
、
豚
は
云

ふ
に
及
ば
ず
、
牛
羊
鹿
、
鳥
魚
、
野
菜
類
の
調
理
を
始
め
、
菓
子
、
副
菜
物
の
製
法
、
心
得
べ
き
こ
と
、
戒
む
べ
き
事
等

す
べ
て
数
百
類
を
網
羅
し
た
る
も
の
な
れ
ば
家
庭
日
用
の
総
菜
、
賓
客
の
饗
応
を
為
す
に
当
つ
て
、
本
書
を
参
考
と
せ
ば
、

聊
か
其
の
有
益
便
利
な
る
べ
き
を
信
じ
て
疑
は
ず
。

　
　

明
治
三
十
八
年
十
一
月

「
袁
先
生
の
著
せ
る
料
理
書
」
と
は
『
随
園
食
単
』
で
あ
る
。『
随
園
食
単
』
を
「
基
本
」
に
す
る
と
の
謂
い
は
明
白
で
な
い
。

こ
の
序
だ
け
読
め
ば
、『
随
園
食
単
』
に
よ
り
な
が
ら
編
者
陽
自
身
の
経
験
の
も
と
著
述
し
た
、
中
国
料
理
の
レ
シ
ピ
集
と
い
っ

た
内
容
を
想
像
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
の
ち
に
詳
述
す
る
よ
う
に
実
態
は
そ
う
で
な
い
。

さ
て
「
林
先
生
」
と
は
だ
れ
だ
ろ
う
。「
清
国
の
諸
邦
を
遊
歴
し
て
人
情
風
俗
に
精
通
」
し
た
人
物
だ
か
ら
木
原
で
は
あ
り
え

な
い
。
陽
書
刊
行
の
三
十
年
も
ま
え
に
歿
し
た
人
物
だ
が
、
わ
た
し
は
唐
通
事
出
身
の
林
道
三
郎
（
一
八
四
二
〜
一
八
七
三
）

の
可
能
性
を
提
起
し
て
お
き
た
い
。
道
三
郎
は
唐
通
事
の
遊
龍
彦
十
郎
の
次
男
と
し
て
長
崎
に
生
ま
れ
、
お
な
じ
く
唐
通
事
の
林

家
の
養
子
と
な
っ
た
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
長
崎
奉
行
か
ら
神
奈
川
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
る
も
、
そ
の
翌
年
一
月
に
長
崎

奉
行
は
消
滅
、
維
新
後
に
か
れ
は
そ
の
ま
ま
神
奈
川
県
（
当
初
は
神
奈
川
府
）
に
任
官
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
神
奈

（
20
）
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川
県
権
典
事
に
就
任
し
て
い
る
。
そ
の
年
十
月
、
三
十
歳
の
若
さ
で
香
港
副
領
事
に
抜
擢
さ
れ
た
。
翌
年
九
月
に
帰
国
、
そ
の

二
十
二
日
に
自
宅
に
て
自
尽
し
た
。

文
献
的
に
確
定
で
き
な
い
も
の
の
、
道
三
郎
と
陽
と
に
は
交
渉
が
あ
っ
た
可
能
性
が
た
か
い
。
二
人
は
同
時
期
の
横
浜
で
活

躍
し
た
。
上
述
の
よ
う
に
、陽
は
明
治
三
年
か
ら
横
浜
で
印
刷
出
版
に
従
事
す
る
が
、た
と
え
ば
同
四
年
の
『
神
奈
川
県
官
員
録
』

を
は
じ
め
、い
く
つ
か
神
奈
川
県
の
出
版
物
を
活
版
印
刷
し
て
い
る
。
道
三
郎
が
編
纂
に
か
か
わ
っ
た
『
英
和
字
彙
』（
一
八
七
三

年
）
の
邦
文
活
字
は
、
陽
の
師
の
本
木
昌
造
に
発
注
さ
れ
た
と
い
う
。
唐
通
事
出
身
者
同
士
で
も
あ
り
、
な
に
が
し
か
の
接
点

は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
長
崎
時
代
に
す
で
に
面
識
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
上
掲
の
注
記
で
述
べ
た
よ
う
に
、

唐
通
事
間
で
『
随
園
食
単
』
が
読
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
考
え
る
べ
き
で
、
道
三
郎
が
早
く
か
ら
『
随
園
食
単
』
を
手
に
し
て

い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
れ
は
陽
も
同
様
で
あ
る
。
道
三
郎
の
『
随
園
食
単
』
に
関
す
る
見
解
を
、
後
年
の
『
随

園
食
単
』の
翻
訳
に
生
か
し
た
と
想
定
す
れ
ば
、「
林
先
生
」を
道
三
郎
に
擬
し
て
不
合
理
は
な
い
。
し
か
し
推
測
の
域
を
出
な
い
。

四　
「
随
園
食
単
註
訳
」
の
翻
訳
ぶ
り

「
註
訳
」
と
陽
書
と
二
著
の
基
本
情
報
が
諒
解
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、こ
こ
か
ら
は
両
著
の
本
文
を
検
討
し
た
い
。
本
章
で
は
「
註

訳
」
の
訳
注
ぶ
り
を
見
よ
う
。

木
原
は
「
凡
例
」
で
訳
注
の
方
針
を
述
べ
る
。

世
の
中
が
漸
く
洋
学
流
行
と
な
り
て
、
漢
学
は
衰
へ
た
る
故
、
漢
文
の
料
理
本
抔な
ど

は
読
者
な
か
る
べ
し
と
思
ひ
た
る
を
以

て
之
か
訳
を
な
し
た
る
な
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（「
凡
例
」
第
一
条
）

余
が
訳
は
漢
文
を
読
得
ぬ
人
の
為
め
に
な
し
た
る
も
の
に
て
、
本
文
の
主
意
の
み
を
訳
し
、
文
章
の
字
句
に
は
拘
は
ら
ざ

（
21
）

（
22
）
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る
な
り
、
故
に
読
者
其
心
あ
り
度
し
。
又
漢
文
を
読
得
る
人
の
為
め
に
は
、
註
を
加
へ
置
き
た
れ
ば
、
其
註
を
読
む
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（「
凡
例
」
第
三
条
）

第
三
条
は
木
原
の
翻
訳
姿
勢
を
よ
く
し
め
す
。『
随
園
食
単
』
は
す
こ
ぶ
る
難
解
の
書
で
あ
る
。
そ
の
難
解
は
文
体
で
は
な
く
料

理
用
語
な
ど
特
殊
な
語
彙
に
あ
る
。
訓
読
調
の
訳
文
で
は
文
意
の
理
解
に
役
立
た
な
い
。
当
時
は
ま
だ
中
国
料
理
が
普
及
し
て

い
な
い
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
木
原
の
訳
文
は
逐
語
訳
で
は
な
い
。
原
文
を
大
胆
に
は
し
ょ
っ
た
り
、句
順
を
入
れ
替
え
た
り
、

読
者
の
理
解
を
助
け
る
た
め
だ
ろ
う
勝
手
な
作
文
を
挿
入
し
た
り
、
平
俗
な
物
言
い
を
避
け
な
い
な
ど
、
か
な
り
自
由
に
訳
出

し
て
い
る
。

い
ま
連
載
第
六
回
の
「
海
鮮
単
」
の
「
燕
窩
」
を
例
に
、「
註
訳
」
の
訳
注
ぶ
り
を
見
よ
う
。「
註
訳
」
が
載
せ
る
袁
枚
の
原

文
に
は
返
り
点
の
み
、
句
読
点
な
し
。
こ
こ
で
は
適
宜
句
読
を
く
わ
え
た
原
文
と
、
木
原
の
返
り
点
に
し
た
が
い
適
宜
送
り
仮

名
な
ど
を
足
し
た
書
き
下
し
文
を
掲
示
す
る
。

燕
窩
貴
物
、
原
不
軽
用
。
如
用
之
、
毎
碗
必
須
二
両
、
先
用
天
泉

水
泡
之
、
将
銀
針
挑
去
黒
糸
。
用
嫩
雞
湯
・
好
火
腿
湯
・

新

菇
三
様
湯

之
、
看
燕
窩
変
成
玉
色
為
度
。
此
物
至
清
、
不
可
以
油
膩
雑
之
、
此
物
至
文
、
不
可
以
武
物
串
之
。
今

人
用
肉
糸
・
雞
糸
雑
之
、
是
喫
雞
糸
・
肉
糸
、
非
喫
燕
窩
也
。
且
徒
務
其
名
、
往
往
以
三
銭
生
燕
窩
蓋
碗
面
、
如
白
髪
数
茎
、

使
客
一
撩
不
見
、
空
剰
麤
物
満
碗
。
真
乞
児
売
富
、
反
露
貧
相
。
不
得
已
則

菇
糸
・
笋
尖
糸
・
鯽
魚
肚
・
野
雞
嫩
片
尚

可
用
也
。
余
到
粤
東
、
楊
明
府
冬
瓜
燕
窩
甚
佳
、
以
柔
配
柔
、
以
清
入
清
、
重
用
雞
汁
・

菇
汁
而
已
。
燕
窩
皆
作
玉
色
、

不
純
白
也
。
或
打
作
団
、
或
敲
成
麺
、
倶
属
穿
鑿
。

燕
窩
は
貴た
か

き
物
、
原も
と

よ
り
軽
く
用
い
ず
。
如
し
之
を
用
い
れ
ば
、
碗
ご
と
に
必
ず
二
両
を
須も
ち

う
、
先
ず
天
泉
の

水
を
用

い
之
を
泡ひ
た

し
、
銀
針
を
将
て
黒
糸
を
挑
去
す
。
嫩
雞
湯
・
好
火
腿
湯
・
新

菇
の
三
様
の
湯
を
用
い
之
を
わ

か
す
、
燕
窩
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の
変
じ
て
玉
色
と
成
る
を
看
て
度
と
為
す
。
此
の
物
至
て
清
、
油
膩
を
以
て
之
に
雑
ぜ
る
可
か
ら
ず
、
此
の
物
至
て
文
、

武
物
を
以
て
之
に
串ま

ぜ
る
可
か
ら
ず
。
今
人
は
肉
糸
・
雞
糸
を
用
い
之
に
雑
ぜ
る
、
是
れ
雞
糸
・
肉
糸
を
喫
す
る
に
し
て
、

燕
窩
を
喫
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
且
つ
徒
ら
に
其
の
名
を
務
め
、
往
往
に
し
て
三
銭
の
生な
ま

の
燕
窩
を
以
て
碗
面
を
蓋お
お

う
、

白
髪
数
茎
の
如
く
、
客
を
使
て
一
た
び
撩と

り
て
見
ざ
ら
し
め
、
空
し
く
麤
物
を
剰
し
て
碗
を
満
た
す
。
真
に
乞
児
が
富
を

売
り
、
反
て
貧
相
を
露
に
す
。
已
む
を
得
ざ
れ
ば
則
ち

菇
糸
・
笋
尖
糸
・
鯽
魚
肚
・
野
雞
嫩
片
尚
お
用
う
可
き
な
り
。

余
粤
東
に
到
る
、
楊
明
府
の
冬
瓜
燕
窩
は
甚
だ
佳
し
、
柔
を
以
て
柔
に
配
し
、
清
を
以
て
清
に
入
れ
、
重
ね
て
雞
汁
・

菇
汁
を
用
い
る
の
み
。
燕
窩
皆
な
玉
色
を
作
し
、
純
白
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
或
る
も
の
は
打
ち
て
団
を
作
し
、
或
る
も
の

は
敲た
た

い
て
麺
を
成
す
、
倶
に
穿
鑿
に
属
す
。

「
註
訳
」
の
返
り
点
は
正
確
だ
。
こ
の
文
言
文
に
対
す
る
「
註
」
は
以
下
の
ご
と
し
。

泡
ハ

水
ヲ
澆
キ
テ
浸
ス
也
。
串
ハ
取
合
セ
又
ハ
組
合
セ
ト
云
フ
意
也
。
燕
窩
ハ
製
セ
サ
ル
燕
窩
也
。
一
撩
ハ
一
挾
一
勺

リ
ト
云
フ
意
也
。

き
わ
め
て
簡
潔
で
あ
る
。「
燕
窩
」
の
説
明
な
ど
、
も
う
す
こ
し
加
注
し
て
も
よ
い
の
で
は
と
思
う
が
、「
漢
文
を
読
得
る
人
の

為
め
」（
上
掲
「
凡
例
」）
の
「
註
」
だ
か
ら
、
こ
れ
で
足
り
る
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。
つ
い
で
「
訳
」
を
見
る
。
ル
ビ
は
基
本

的
に
省
略
、
句
読
点
を
く
わ
え
る
。

燕
窩
は
支
那
に
て
第
一
等
の
馳
走
な
り
。
豚
や
雞
の
如
き
厚
味
の
物
に
は
非
ず
。
極
清
か
に
し
て
先
つ
味
の
な
き
様
な
る

も
の
な
り
。
横
浜
神
戸
抔な
ど

支
那
人
の
多
分
居
留
し
居
る
処
に
て
は
、
支
那
店
に
之
を
売
る
も
の
あ
り
。
其
売
物
は
直
に
煮

さ
へ
す
れ
ば
よ
き
様
に
な
り
居
れ
と
も
、
元
来
此
の
燕
窩
に
は
黒
き
羽
抔な
ど

が
多
分
に
付
居
る
故
、
熱
湯
に
泡ひ
た

し
針
に
て
其

黒
き
も
の
を
取
除
け
、
雞
の
煮
汁
・
火
腿
の
煮
汁
・
椎
茸
の
煮
汁
に
て
煮
て
、
燕
窩
が
玉
の
色
に
な
り
た
る
時
が
煮
へ
加
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減
な
り
。
豚
や
雞
の
肉
を
燕
窩
と
一
緒
に
煮
る
者
あ
れ
と
も
、
此
れ
は
大
な
る
間
違
な
り
。
此
燕
窩
は
油
強
き
も
の
と
合

せ
て
は
相
成
す
。
椎
茸
の
そ
ぼ
ろ
・
笋
の
そ
ぼ
ろ
・
鯽ふ
な

の
腸
・
野
雞
の
嫩さ
し
み片
抔な
ど

と
一
緒
に
煮
る
は
先
つ
宜
し
。
併
し
充
分

を
言
へ
は
、
冬
瓜
と
一
緒
に
煮
た
る
が
、
双
方
共
柔
く
清
な
る
も
の
故
、
一
番
上
等
な
り
。

原
文
と
較
べ
て
み
れ
ば
、
木
原
の
訳
し
ぶ
り
が
よ
く
分
る
。
ま
ず
非
常
に
み
じ
か
い
。
訳
出
を
し
ば
し
ば
省
略
し
た
か
ら
だ
。

意
訳
も
多
い
。
た
と
え
ば
冒
頭
の
「
燕
窩
貴
物
、
原
不
軽
用
」
を
邦
訳
し
て
「
燕
窩
は
支
那
に
て
第
一
等
の
馳
走
な
り
」
と
は
、

な
か
な
か
上
手
い
。
つ
づ
く
「
豚
や
雞
の
如
き
厚
味
の
物
に
は
非
ず
」
云
々
は
翻
訳
と
い
う
よ
り
、
木
原
の
実
食
を
と
も
な
っ

た
感
想
だ
ろ
う
し
、「
横
浜
神
戸
」
云
々
は
原
文
に
な
い
挿
入
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
が
「
凡
例
」
に
い
う
「
主
意
の
み
を
訳
し
」

た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

木
原
の
翻
訳
は
、
現
代
の
水
準
か
ら
見
れ
ば
、
は
な
は
だ
問
題
が
多
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
基
本
的
に
逐
語
訳
で
は
な

い
う
え
、
翻
訳
と
い
う
よ
り
要
約
に
近
い
部
分
も
あ
る
。
訳
出
し
な
い
部
分
も
多
い
。
た
だ
従
来
の
訓
読
調
で
は
な
く
、
平
易

な
日
本
語
で
訳
出
し
よ
う
と
し
た
点
は
劃
期
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
随
園
食
単
』
の
文
章
自
体
は
お
お
む
ね
読
み
や
す
い
文
言

文
で
、
訓
読
す
る
だ
け
な
ら
そ
う
困
難
で
は
な
い
。
た
だ
食
材
や
調
理
法
な
ど
特
殊
な
語
彙
が
多
く
、
訓
読
だ
け
で
理
解
で
き

る
内
容
で
も
な
い
。
そ
こ
を
木
原
は
充
分
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
か
れ
な
り
の
工
夫
を
し
た
の
が
、
た
と
え
ば
上
掲
の

訳
文
な
の
だ
ろ
う
。

五　
「
随
園
食
単
註
訳
」
と
『
家
庭
支
那
料
理
法
』

本
章
で
は
、「
註
訳
」
の
訳
文
と
陽
書
の
本
文
と
を
比
較
し
、
そ
の
流
用
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。

両
著
を
比
較
で
き
る
の
は
陽
書
の
前
半
だ
け
。
本
文
の
頁
数
で
い
え
ば
、陽
書
の
全
百
十
一
頁
の
う
ち
一
〜
六
二
頁
が
「
註
訳
」
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全
十
四
回
に
対
応
す
る
部
分
で
あ
る
。
論
よ
り
証
拠
、
ま
ず
陽
書
一
九
〜
二
〇
頁
の
「
燕
窩
」
の
全
文
を
引
く
。
ル
ビ
は
省
略
、

上
掲
木
原
訳
と
異
な
る
文
字
を
ゴ
シ
ッ
ク
で
し
め
す
。

燕
窩
は
支
那
に
て
第
一
等
の
馳
走
な
り
、
豚
や
雞
の
如
き
厚
味
の
物
に
は
非
ず
、
極
清
か
に
し
て
先
つ
味
の
な
き
様
な
る

も
の
な
り
、
横
浜
神
戸
抔
支
那
人
の
多
分
居
留
し
居
る
処
に
て
は
、
支
那
店
に
之
を
売
る
も
の
あ
り
、
其
売
物
は
直
に
煮

さ
へ
す
れ
ば
よ
き
様
に
な
り
居
れ
ど
も
、
元
来
此
の
燕
窩
に
は
黒
き
羽
抔
が
多
分
に
付
居
る
故
熱
湯
に
浸
し
針
に
て
其
黒

き
も
の
を
取
除
け
、
雞
の
煮
汁
火
眼
の
煮
汁
推
茸
の
煮
汁
に
て
煮
て
燕
窩
が
玉
の
色
に
な
り
た
る
時
が
煮
え
加
減
な
り
、

豚
や
雞
の
肉
を
燕
窩
と
一
緒
に
煮
る
者
あ
れ
ど
も
、
此
れ
は
大
な
る
間
違
な
り
、
此
燕
窩
は
油
強
き
も
の
と
合
せ
て
は
相

成
ず
。
推
茸
の
そ
ぼ
ろ
筍
の
そ
ぼ
ろ
鯽
の
腸
野
雞
の
嫩
片
抔
と
一
緒
に
煮
る
は
先
づ
宜
し
、
併
し
充
分
を
言
へ
は
、
冬
瓜

と
一
緒
に
煮
た
る
が
双
方
共
柔
く
清
か
な
る
も
の
故
一
番
上
等
な
り
。

木
原
訳
と
首
尾
全
同
と
い
っ
て
よ
い
。「
横
浜
神
戸
抔
支
那
人
の
多
分
居
留
し
居
る
処
に
て
は
」
云
々
の
、
木
原
の
作
文
ま
で
そ

の
ま
ま
流
用
さ
れ
て
い
る
。
じ
つ
は
ル
ビ
も
ほ
ぼ
完
全
に
踏
襲
し
て
い
る
。
陽
書
が
あ
ら
た
に
加
え
た
の
は
句
読
点
だ
け
。
若

干
あ
る
異
同
は
、「
註
訳
」
か
ら
訳
文
を
書
き
抜
く
さ
い
に
発
生
し
た
揺
ら
ぎ
あ
る
い
は
誤
写
で
あ
ろ
う
。
陽
書
前
半
は
全
編
こ

の
調
子
で
あ
る
。

主
文
だ
け
で
は
な
く
、
陽
書
の
章
目
・
節
目
も
ル
ビ
を
ふ
く
め
、
ほ
ぼ
「
註
訳
」
か
ら
の
流
用
で
あ
る
。
一
、
二
例
を
挙
げ

よ
う
か
。
陽
書
一
頁
の
「
物ぶ
つ
し
つ質
の
善よ
し
あ
し悪
を
択ゑ
ら

び
買か
ひ
だ
し出
を
な
す
の
心こ
こ
ろ
え得
」
は
、「
註
訳
」
第
一
回
が
「
先
天
須
知
」
を
「
物も
の
し
な質
の

善よ
し
あ
し悪
を
択ゑ
ら

び
買か
い
だ
し出
を
な
す
の
心こ
こ
ろ
ゑ得
」
と
訳
し
た
も
の
の
流
用
、
六
頁
の
「
種い
ろ
い
ろ々

料れ
う
り理
品た
ね

の
味あ
ぢ

を
夫そ

れ
夫そ

れ
変か
は
り
か
へ換
る
様や
う

に
す
る

心こ
こ
ろ
え得
」
は
、「
註
訳
」
第
三
回
が
「
変
換
須
知
」
を
「
種い
ろ
い
ろ々

料り
や
う
り理
品た
ね

の
味あ
じ

を
夫か

れ
夫そ

れ
変か
わ
り
か
は換
る
様や
う

に
す
る
心こ
こ
ろ
ゑ得
」
と
訳
し
た
も
の

の
流
用
で
あ
る
。
つ
い
で
に
い
え
ば
挿
画
も
み
な
瓜
二
つ
で
あ
る
。
図
案
は
全
同
な
が
ら
細
部
に
微
妙
な
異
同
が
あ
り
、「
註
訳
」



 20 

の
挿
画
そ
っ
く
り
に
版
木
を
新
雕
し
た
と
分
か
る
。

こ
れ
以
上
の
比
較
は
紙
幅
の
無
駄
だ
か
ら
や
め
て
お
く
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、「
註
訳
」
の
翻
訳
部
分
を
す
べ
て
抜
き
出
し
順
次

も
そ
の
ま
ま
に
並
べ
た
だ
け
な
の
が
、
陽
書
の
前
半
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
陽
書
全
書
を
め
く
っ
て
も
、
山
雷
子
や
木
原
章
六

そ
し
て
「
随
園
食
単
註
訳
」
の
文
字
は
ま
っ
た
く
見
え
な
い
。

こ
の
流
用
は
陽
其
二
が
お
こ
な
っ
た
の
か
。
確
定
的
な
こ
と
は
い
い
に
く
い
の
だ
が
、
わ
た
し
は
流
用
の
実
務
は
別
人
、
た

と
え
ば
版
元
の
大
学
館
の
編
集
者
、
あ
る
い
は
門
人
の
だ
れ
か
が
担
当
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
陽
書
の
「
乾
蒸
鴨
」

の
項
に
下
記
の
ご
と
く
あ
る
（
五
七
頁
）。

庖
丁
塩
梅
第
六
集
四
十
五
丁
に
乾
蒸
罐
と
云
ふ
図
あ
り
、
此
の
製
の
器
を
用
ふ
べ
し
、
庖
丁
塩
梅
は
東
京
京
橋
区
南
伝
馬

町
二
丁
目
十
四
番
地
双
魚
堂
に
て
売
る
、
価
一
部
五
銭
な
り
。

こ
れ
は
「
註
訳
」
連
載
十
三
回
の
「
乾
蒸
鴨
」
の
訳
文
と
ま
っ
た
く
お
な
じ
。『
庖
丁
塩
梅
』
の
最
終
集
が
出
た
の
が
明
治

二
十
四
年
、
陽
書
の
刊
行
が
同
三
十
八
年
で
あ
る
。
十
四
年
経
っ
て
い
る
。
明
治
三
十
八
年
に
双
魚
堂
で
『
庖
丁
塩
梅
』
を
一

部
五
銭
で
販
売
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
本
来
な
ら
流
用
に
あ
た
り
削
除
す
べ
き
下
り
と
思
わ
れ
る
。
陽
は
『
庖
丁
塩
梅
』

の
発
起
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
も
し
本
条
を
見
れ
ば
削
除
し
た
は
ず
だ
。
陽
書
は
適
切
で
な
い
「
註
訳
」
の
語
句
を
削
除
す
る
こ

と
が
若
干
だ
が
あ
っ
た
。
陽
書
四
頁
「
取
合
物
の
心
得
」
は
「
訳
注
」
第
二
回
「
配
搭
須
知
」
を
首
尾
流
用
し
た
も
の
だ
が
、

そ
の
う
ち
の
「
蟹
粉
」
に
つ
い
て
、「
註
訳
」
の
「
訳
」
に
「
前
の
註
に
見
ゆ
」
と
注
記
が
あ
る
が
、陽
書
は
こ
の
六
字
を
の
ぞ
く
。

「
註
訳
」
の
謂
は
同
条
の
「
註
」
で
「
蟹
粉
ハ
渓
間
ニ
生
ス
ル
毛
蟹
ノ
肉
ヲ
…
…
」
と
あ
る
の
を
指
す
。「
訳
」
し
か
流
用
し
な

い
陽
書
に
と
っ
て
当
然
の
処
理
で
あ
る
。
流
用
者
は
「
註
訳
」
を
忠
実
に
写
す
け
れ
ど
、
削
除
す
る
ば
あ
い
も
あ
っ
た
の
で
あ

り
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
庖
丁
塩
梅
』
の
下
り
が
残
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
流
用
者
つ
ま
り
陽
書
前
半
の
書
き
手
が
陽
以
外
の
別

（
23
）
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人
だ
と
し
め
し
て
い
る
と
思
う
の
だ
が
ど
う
だ
ろ
う
。

さ
て
陽
書
の
前
半
が「
註
訳
」の
流
用
と
い
う
こ
と
は
、陽
書
後
半
も『
随
園
食
単
』の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。「
註

訳
」
は
「
水
族
有
鱗
単
」
の
「
醋

魚
」
の
訳
注
で
お
わ
っ
た
。『
随
園
食
単
』
で
は
そ
の
つ
ぎ
は
「
銀
魚
」。
陽
書
も
「
醋

魚
」

の
つ
ぎ
は
「
銀
魚
」
で
あ
り
、「
訳
注
」
の
連
載
最
終
回
か
ら
間
断
な
く
接
続
す
る
の
を
確
認
し
て
お
く
。
小
文
は
、こ
の
「
銀
魚
」

以
降
の
頁
す
な
わ
ち
六
二
〜
一
一
一
頁
を
便
宜
、
陽
書
の
後
半
と
呼
ぶ
が
、
こ
の
部
分
を
『
随
園
食
単
』
の
後
半
と
を
比
較
す

れ
ば
答
え
は
瞭
然
で
、推
測
ど
お
り
の
結
論
が
え
ら
れ
る
。
陽
書
後
半
の
節
目
は
漢
字
の
料
理
名
な
い
し
食
材
名
ば
か
り
だ
か
ら
、

節
目
だ
け
を
『
随
園
食
単
』
と
く
ら
べ
て
見
て
も
よ
い
。
ま
っ
た
く
お
な
じ
。
陽
書
の
主
文
も
『
随
園
食
単
』
の
自
由
な
翻
訳

で
あ
る
。

つ
ま
り
陽
書
全
体
で
『
随
園
食
単
』
の
ほヽ
ぼヽ
全
訳
に
な
っ
て
い
る
。
書
名
に
「
家
庭
」
を
冠
し
な
が
ら
燕
窩
の
よ
う
な
高
級

食
材
が
出
て
く
る
の
は
そ
う
い
う
わ
け
で
あ
る
。「
ほ
ぼ
」と
い
う
の
は
、訳
出
し
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
か
ら
だ
。
袁
枚
の
自
序
、

「
須
知
単
」
の
「
本
分
須
知
」、『
随
園
食
単
』
の
末
尾
二
章
「
飯
粥
単
」「
茶
酒
単
」
で
あ
る
。
袁
序
は
陽
書
に
必
要
な
い
の
だ

ろ
う
。「
本
分
須
知
」
の
対
応
条
が
な
い
の
は
、「
註
訳
」
第
四
回
の
「
本
分
須
知
」
に
「
訳
」
が
な
い
か
ら
だ
。
木
原
は
本
条

の
原
文
と
「
註
」
は
挙
げ
な
が
ら
、「
訳
者
曰
く
、此
の
一
か
条
は
本
邦
に
て
は
更
ら
に
入
用
の
な
き
事
な
り
」
云
々
と
い
い
「
訳
」

を
省
略
し
た
。「
飯
粥
単
」
と
「
茶
酒
単
」
と
を
訳
出
し
な
い
理
由
は
未
詳
。

さ
て
陽
書
の
後
半
は
だ
れ
が
書
い
た
の
か
。
こ
れ
は
推
測
す
る
ほ
か
な
い
。
わ
た
し
は
①
陽
其
二
説
、
②
木
原
章
六
説
を
考

え
て
み
た
。
陽
書
の
奥
付
に
「
著
作
者　

陽
其
二
」、
表
紙
・
封
面
に
「
陽
其
二
先
生
著
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
問
題
が
な
け
れ

ば
①
で
決
ま
り
だ
ろ
う
。
通
訳
と
し
て
渡
清
し
中
国
料
理
の
専
門
家
で
も
あ
っ
た
陽
で
あ
れ
ば
、『
随
園
食
単
』
の
翻
訳
者
と
し

て
不
足
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
陽
書
の
前
半
が
木
原
訳
の
流
用
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
い
ま
、
す
な
お
に
①
を
信
じ
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る
の
は
ど
う
か
。

②
は
木
原
の
遺
稿
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
後
半
の
文
章
と
考
え
る
。
遺
稿
が
あ
っ
た
証
拠
は
な
い
。
主
観
的
印
象
だ
が
、
陽
書

後
半
の
訳
文
は
木
原
訳
と
ス
タ
イ
ル
が
よ
く
似
る
。
た
と
え
ば
陽
書
の
「
白
菜
」。

白
菜
は
支
那
店
に
は
沢
山
あ
り
、
此
白
菜
は
炒
り
て
も
宜
し
く
、
笋
と

し
、
又
火
腿
の
片
と

し
、
又
雞
の
煮
汁
に
て

す
抔
、
孰
れ
に
て
も
宜
し
。　
　
　
　
　

 

（
陽
書
七
七
頁
）

白
菜
炒
食
、
或
笋

亦
可
。
火
腿
片

、
雞
湯

倶
可
。　
　
　
　
　
　
　

 

（『
随
園
食
単
』
原
文
）

傍
線
を
引
い
た
部
分
は
原
文
に
な
い
。
こ
の
よ
う
な
挿
入
は
、
さ
き
に
「
燕
窩
」
で
見
た
木
原
の
翻
訳
姿
勢
に
共
通
す
る
。
似

た
よ
う
な
訳
文
は
、た
と
え
ば
陽
書
七
二
〜
七
三
頁
「
楊
中
丞
豆
腐
」
で
は
「
雞
汁
須
濃
、魚
片
要
薄
」
の
訳
を
省
略
し
、か
わ
っ

て
「
支
那
は
生
鰒
な
き
故
、
乾
し
鰒
を
用
ひ
る
な
り
」
を
勝
手
に
挿
入
す
る
。
同
七
五
頁
「
葛
仙
米
」
の
「
葛
仙
米
は
日
本
に

は
な
き
も
の
な
り
」「
葛
仙
米
は
神
戸
横
浜
長
崎
の
支
那
店
に
売
り
も
の
な
り
」も
む
ろ
ん
訳
者
の
挿
入
。
そ
の
つ
ぎ
の「
羊
肚
菜
」

に
い
た
っ
て
は
、
原
文
「
羊
肚
菜
出
湖
北
。
食
法
与
葛
仙
米
同
」
を
「
羊
肚
菜
と
は
如
何
な
る
も
の
な
る
か
未
だ
詳
な
ら
ず
、

此
料
理
は
前
の
葛
仙
米
と
同
じ
仕
方
な
り
」
と
訳
し
て
い
る
。
陽
書
後
半
の
訳
文
は
木
原
訳
と
ス
タ
イ
ル
を
共
有
し
て
い
る
よ

う
に
思
う
の
だ
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
一
書
の
文
体
を
統
一
す
る
た
め
、
木
原
と
は
別
人
が
、
後
半
を
木
原
の
文
体
に
似

せ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。「
飯
粥
単
」「
茶
酒
単
」
を
缺
い
た
理
由
は
、
遺
稿
の
未
完
に
も
と
め
れ
ば
い
ち
お
う
の
説
明
は

で
き
る
。

以
上
二
説
の
う
ち
、
②
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。
現
状
で
は
①
を
支
持
す
べ
き
だ
ろ
う
。
果
た
し
て
、
陽
其
二
は
木
原
の
訳

文
を
す
べ
て
流
用
し
、不
足
す
る
後
半
部
分
を
み
ず
か
ら
翻
訳
し
自
著
を
つ
く
っ
た
、と
小
文
で
は
結
論
し
て
お
き
た
い
。「
註
訳
」

に
言
及
し
な
い
理
由
は
未
詳
。
注
記
し
た『
万
朝
報
』の
陽
其
二
追
悼
記
事
の
偕
楽
園
の
条
に
よ
れ
ば
、陽
は「
性
来
潔
白
」で「
遊

（
24
）
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客
艶
冶
郎
の
狼
藉
を
喜
ば
ず
偶
ま
紅
裙
隊
を
呼
び
寄
す
る
者
あ
れ
ば
忽
ち
厳
粛
な
る
謝
絶
を
喰
は
す
よ
り
忽
ち
客
足
途
絶
え
損

失
三
千
円
餘
に
及
び
同
園
を
他
人
に
譲
渡
す
に
至
り
た
り
」（
ル
ビ
省
略
）
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
流
用
の
事
実
と
符

合
し
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
あ
る
い
は
当
時
の
著
作
慣
習
と
し
て
こ
の
種
の
こ
と
は
い
ち
い
ち
断
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

お
わ
り
に

明
治
日
本
に
お
け
る
西
洋
料
理
の
受
容
が
速
や
か
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
中
国
料
理
の
そ
れ
は
お
く
れ
た
。
日
本
の
中
国
料

理
受
容
史
を
概
観
し
た
草
野
美
保
が
、「
明
治
二
十
年
代
半
ば
頃
ま
で
に
は
、
東
京
に
お
い
て
は
90
軒
の
西
洋
料
理
店
を
数
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
、
中
国
料
理
の
普
及
は
明
治
40
年
時
点
で
も
後
れ
を
取
っ
て
い
た
…
…
脱
亜
入
欧
の
時
流
の
中
で
は
、

庶
民
に
憧
れ
を
抱
か
せ
る
存
在
に
は
至
ら
な
か
っ
た
」
と
述
べ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
「
註
訳
」
と
陽
書
は
発
表
さ
れ
た
。

木
原
の
仕
事
は
、そ
の
時
期
か
ら
し
て
、『
随
園
食
単
』
の
日
本
初
の
訳
注
と
考
え
ら
れ
る
。
陽
書
も
書
中
で
明
言
さ
れ
な
い
が
、

『
随
園
食
単
』の
は
日
本
初
の
全
訳
と
考
え
ら
れ
る（
完
全
訳
で
は
な
い
が
）。『
随
園
食
単
』の
訳
書
が
な
ぜ「
家
庭
支
那
料
理
法
」

と
い
う
名
で
出
版
さ
れ
た
か
分
か
ら
な
い
。
先
行
研
究
が
同
書
を
『
随
園
食
単
』
の
全
訳
だ
と
気
づ
か
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の

書
名
に
ま
ど
わ
さ
れ
た
か
。

さ
て
両
著
は
当
時
の
日
本
社
会
に
ど
う
受
け
い
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
い
ま
こ
れ
を
論
ず
る
用
意
は
な
い
が
、
高
級
な
読
者

向
け
の
著
作
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
だ
庶
民
が
中
国
料
理
を
食
べ
る
時
代
で
は
な
い
。
偕
楽
園
の
よ
う
な
高
級
店

に
出
入
り
で
き
る
限
ら
れ
た
階
層
が
読
者
で
は
な
か
っ
た
か
。
た
だ
料
理
の
専
門
家
に
は
『
随
園
食
単
』
の
有
用
性
を
宣
伝
で

き
た
と
思
わ
れ
る
。「
註
訳
」
連
載
停
止
の
九
年
後
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
石
井
治
兵
衛
（
一
八
四
一
〜
一
九
二
〇
）

の
『
日
本
料
理
法
大
全
』（
博
文
館
、
一
八
九
八
年
。
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
七
年
覆
刻
）
が
出
た
。
同
書
は
日
本
料
理
の
古

（
25
）
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典
と
し
て
著
名
だ
が
、
こ
の
う
ち
に
『
随
園
食
単
』
の
言
及
引
用
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
二
十
二
年
十
月
五
日
に
第
五
回

食
物
研
究
会
を
日
本
料
理
店
・
平
清
で
開
い
た
お
り
の
品
評
に
『
随
園
食
単
』
の
「
須
知
単
」
か
ら
「
上
菜
須
知
」
の
一
節
が

引
か
れ
（
一
三
四
三
頁
上
段
）、
鴨
舌
に
つ
い
て
『
随
園
食
単
』
に
記
載
が
な
い
む
ね
言
及
が
あ
る
（
一
三
三
八
頁
上
段
）。
品

評
を
書
い
た
の
は
柳
猶
悦
（
一
八
三
二
〜
一
八
九
一
）。
石
井
は
庖
丁
四
条
流
の
継
承
者
、
柳
は
数
学
者
で
海
軍
少
将
、
そ
れ
ぞ

れ
『
庖
丁
塩
梅
』
の
発
行
人
・
編
輯
、
賛
成
人
で
も
あ
っ
た
。
か
れ
ら
が
「
註
訳
」
を
読
ん
で
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
陽
書
も

料
理
界
に
一
定
の
読
者
を
え
た
は
ず
だ
。

両
著
を
つ
い
で
『
随
園
食
単
』
を
読
解
す
る
者
は
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
大
正
末
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
井
上
紅
梅
『
支

那
風
俗
』
上
篇
（
上
海
・
日
本
堂
書
店
、
一
九
二
一
年
。
柴
田
書
店
、
一
九
八
二
年
覆
刻
）
は
、『
随
園
食
単
』
を
「
料
理
人
の

論
語
」（
四
三
頁
）
と
称
し
、「
須
知
単
」「
戒
単
」
の
訳
文
を
の
せ
る
。
潘
鐘
華
編
『
支
那
料
理
法
』（
陶
陶
亭
、一
九
二
二
年
）
は
、

『
随
園
食
単
』
を
粉
本
に
し
て
い
る
。
井
上
の
訳
は
部
分
訳
で
し
か
も
訓
読
調
、
潘
鐘
華
の
編
書
は
実
務
家
の
書
で
あ
っ
て
部
分

的
な
流
用
に
と
ど
ま
る
か
ら
、「
註
訳
」
と
陽
書
と
か
ら
後
退
し
た
感
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
両
著
の
後
継
者
は
、
竹
田
胤
久

編
著
『
随
園
食
単
新
釈
補
填　

支
那
料
理
基
本
知
識
』（
陶
楽
荘
、
一
九
三
八
年
八
月
、
同
十
一
月
改
訂
再
版
。
大
空
社
出
版
、

二
〇
二
〇
年
覆
刻
）
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
同
書
で
注
目
す
べ
き
は
、
初
め
て
原
文
に
句
読
を
ほ
ど
こ
し
、
逐
語
的
で
平
易
な
口

語
訳
を
つ
け
た
こ
と
で
あ
る
（
さ
ら
に
「
備
考
」
で
調
理
上
の
実
際
的
指
摘
を
し
て
い
る
）。
す
で
に
「
註
訳
」
か
ら
四
十
餘
年
、

陽
書
か
ら
三
十
餘
年
経
っ
て
い
た
。「
註
訳
」
と
陽
書
と
が
、
明
治
期
に
あ
っ
て
従
来
の
訓
読
調
で
な
く
平
易
な
文
語
訳
を
こ
こ

ろ
み
た
劃
期
性
が
よ
く
分
か
る
と
い
う
も
の
だ
。
現
代
の
翻
訳
水
準
か
ら
見
れ
ば
、
上
述
の
よ
う
な
種
々
の
問
題
を
か
か
え
る

と
は
い
え
、
両
著
の
仕
事
は
た
か
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
26
）

（
27
）
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注（
1
）　

田
中
静
一
『
一
衣
帯
水　

中
国
料
理
伝
来
史
』（
柴
田
書
店
、
一
九
八
七
年
）
一
六
九
・
二
一
八
頁
。

（
2
）　

た
だ
唐
通
事
の
あ
い
だ
で
は
読
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
わ
た
し
は
考
え
て
い
る
。
袁
枚
の
詩
名
と
と
も
に
、
清
国
の
飲
食

の
最
新
情
報
を
ま
と
め
て
得
ら
れ
る
同
書
が
、
日
常
的
に
清
人
と
接
触
す
る
唐
通
事
た
ち
の
注
目
を
浴
び
な
い
わ
け
が
な
い
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
後
段
で
再
説
す
る
。

（
3
）　
「
註
訳
」
に
つ
い
て
は
、
草
野
美
保
「
日
本
に
お
け
る
中
国
料
理
の
受
容
：
歴
史
篇
」（
岩
間
一
弘
編
著
『
中
国
料
理
と
近
現
代
日
本　

食
と
嗜
好
の
文
化
交
流
史
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
）
五
八
頁
に
見
え
る
、「
袁
枚
の
『
随
園
食
単
』
は
、
１
８
８
７
年

か
ら
１
８
８
８
年
に
か
け
て
雑
誌
『
庖
丁
塩
梅
』
で
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
た
」
と
い
う
わ
ず
か
な
文
字
が
、
管
見
の
か
ぎ
り
、「
註
訳
」
に

言
及
し
た
唯
一
の
記
事
で
あ
る
。
し
か
も
連
載
期
間
を
誤
っ
て
い
る
。
正
確
に
は
「
１
８
８
８
年
か
ら
１
８
８
９
年
」
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
訳
注
者
名
の
記
載
も
な
い
。
陽
書
へ
の
言
及
も
甚
少
で
あ
る
。
東
四
柳
祥
子
『
料
理
書
と
近
代
日
本
の
食
文
化
』（
同
成
社
、

二
〇
一
九
年
）
一
二
〇
〜
一
二
一
頁
が
ま
と
ま
っ
た
も
の
だ
が
、
種
々
の
誤
解
が
あ
る
よ
う
だ
。

（
4
）　
『
庖
丁
塩
梅
』
に
つ
い
て
は
、
影
印
本
第
四
巻
の
江
原
「『
庖
丁
塩
梅
』
解
題
」、
今
井
美
樹
『
近
代
日
本
の
民
間
の
調
理
教
育
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
』（
ド
メ
ス
出
版
、
二
〇
一
二
年
）
第
三
・
四
章
な
ど
の
今
井
の
一
連
の
研
究
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
が
知
ら
れ
る
。

（
5
）　

い
ま
王
英
志
主
編
『
袁
枚
全
集
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
第
一
版
、
一
九
九
七
年
第
二
次
印
刷
）
第
五
冊
所
収
の
王
英
中

点
校
本
の
頁
数
で
し
め
す
。
点
校
本
は
序
を
ふ
く
め
全
百
頁
。「
註
訳
」
は
そ
の
う
ち
五
十
一
頁
ま
で
訳
注
を
加
え
て
い
る
。

（
6
）　
『
庖
丁
塩
梅
』
第
四
集
（
一
八
八
七
年
三
月
）「
支
那
料
理
之
部
」
が
「
炸
蠣
黄
」
の
調
理
法
を
紹
介
す
る
。
そ
の
う
ち
に
『
随
園
食
単
』

「
点
心
単
」
の
「
顚
不
稜
」
に
言
及
し
て
天
麩
羅
の
語
源
を
詮
索
す
る
条
が
あ
る
（
二
五
頁
）。
こ
れ
は
「
註
訳
」
よ
り
古
い
稀
少
な
例
。

「
註
訳
」
以
前
の
「
支
那
料
理
之
部
」
の
執
筆
者
は
未
詳
で
あ
る
。
わ
た
し
は
陽
其
二
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
確
証
は
な
い
。

（
7
）　

乾
隆
五
十
七
年
刊
本
は
二
種
あ
る
よ
う
だ
。
一
つ
は
毎
半
葉
十
一
行
毎
行
二
十
一
字
、
も
う
一
つ
は
毎
半
葉
十
行
毎
行
二
十
一
字
。

前
者
は
次
掲
の
青
木
正
児
訳
注
本
が
底
本
と
し
た
袁
枚
自
序
を
缺
く
本
で
、
青
木
の
一
九
六
四
年
本
に
縮
小
影
印
さ
れ
て
い
る
。
後
者

は
中
山
時
子
監
訳
『
随
園
食
単
』（
柴
田
書
店
、
一
九
七
五
年
）
の
底
本
で
乾
隆
五
十
七
年
の
袁
枚
自
序
を
そ
な
え
る
（
巻
頭
に
書
影
あ

り
）。
二
つ
の
乾
隆
刊
本
の
関
係
は
未
詳
。

（
8
）　

青
木
正
児
訳
注
『
随
園
食
単
』
に
は
四
種
あ
る
。
最
初
の
刊
本
は
大
阪
の
六
月
社
か
ら
一
九
五
八
年
八
月
に
出
た
も
の
（
同
年
十
二

月
第
二
版
）。
そ
の
の
ち
一
九
六
四
年
に
大
阪
の
中
国
料
理
店
「
随
園
」
よ
り
非
売
品
と
し
て
刊
行
。
つ
い
で
『
青
木
正
児
全
集
』
第
八

巻
（
春
秋
社
、
一
九
七
一
年
）
に
収
載
さ
れ
、
こ
の
全
集
本
を
底
本
に
岩
波
文
庫
本
が
出
た
（
一
九
八
〇
年
一
月
第
一
刷
）。
こ
の
う
ち
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六
月
社
本
と
全
集
本
と
が
「
随
園
食
単
原
文
校
勘
表
」
を
お
さ
め
る
。

（
9
）　

木
原
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
小
鷹
狩
元
凱
『
元
凱
十
著
』（
弘
洲
雨
屋
、
一
九
三
〇
年
）
一
〇
二
〜
一
〇
六
頁
、
増
田
修
「
資
料
紹
介　

広
島
法
律
学
校
沿
革
誌
」（『
修
道
法
学
』
二
八
巻
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）
二
六
〇
〜
二
六
二
頁
を
参
照
。

（
10
）　

国
立
国
会
図
書
館
の
「
阪
谷
朗
廬
関
係
文
書
目
録　

書
翰
の
部
」
に
「
四
七
、
木
原
章
六
」
あ
り
。

（
11
）　
『
庖
丁
塩
梅
』
第
二
十
六
集
に
、「
明
治
料
理
新
編
」
の
続
編
に
つ
い
て
、「
未
だ
終
ら
ざ
れ
ど
も
山
雷
子
は
当
時
甚
た
繁
忙
に
し
て
寄

稿
す
る
の
閑
な
く
追
々
脱
稿
次
第
寄
す
べ
し
看
客
夫
れ
之
れ
を
諒
察
せ
よ
」
の
一
文
が
あ
る
（
四
六
頁
）。
し
か
し
結
局
、
再
開
さ
れ
な

か
っ
た
。「
註
訳
」
の
執
筆
を
優
先
し
た
の
だ
ろ
う
。
本
業
の
多
忙
の
ほ
か
病
気
の
影
響
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
12
）　

今
井
美
樹
「
明
治
中
期
の
専
門
料
理
人
と
「
割
烹
熱
心
家
」
に
よ
る
食
物
・
料
理
に
関
す
る
研
究
会
に
み
る
男
女
両
性
の
調
理
教
育　

第
報
」（『
学
苑
』
第
八
八
〇
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
13
）　

こ
の
う
ち
に
見
え
る
「
何
礼
之
」
は
、長
崎
唐
通
事
出
身
の
外
務
省
の
訳
官
で
あ
り
、鄭
永
寧
の
同
僚
で
も
あ
っ
た
何
礼
之
（
一
八
四
〇

〜
一
九
二
三
）
で
あ
ろ
う
。
何
礼
之
に
つ
い
て
は
、
許
海
華
「
幕
末
明
治
期
に
お
け
る
長
崎
唐
通
事
の
史
的
研
究
」
一
〇
七
〜
一
三
二

頁
に
く
わ
し
い
。
同
論
文
は
二
〇
一
二
年
に
関
西
大
学
に
提
出
さ
れ
た
博
士
学
位
請
求
論
文
で
、web

上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
（http://

doi.org/10.32286/00000332
）。
ほ
か
宮
田
安
『
唐
通
事
家
系
論
攷
』（
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
九
年
）
四
九
三
〜
四
九
五
頁
な
ど
。

陽
其
二
も
特
別
会
員
に
名
が
挙
が
る
。

（
14
）　

鄭
永
寧
に
つ
い
て
は
許
海
華
「
幕
末
明
治
期
に
お
け
る
長
崎
唐
通
事
の
史
的
研
究
」（
前
掲
）
七
七
〜
一
〇
〇
頁
に
く
わ
し
い
。
辞
書

的
な
解
説
と
し
て
は
、
東
亜
同
文
会
編
『
対
支
回
顧
録
』
下
巻
（
原
書
房
復
刊
、
一
九
六
八
年
。
一
九
三
六
年
初
版
）
三
二
〜
三
六
頁
、

黒
龍
会
編
『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
』
下
（
原
書
房
復
刊
、
一
九
六
六
年
。
初
版
一
九
三
六
年
）
五
八
二
〜
五
八
三
頁
、
宮
田
安
『
唐
通

事
家
系
論
攷
』（
前
掲
）
六
八
二
〜
六
八
三
・
七
五
六
頁
、
中
村
義
ほ
か
編
『
近
代
日
中
関
係
史
人
名
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、

二
〇
一
〇
年
）
三
八
五
頁
。
対
清
外
交
に
お
け
る
行
実
に
つ
い
て
は
、梁
嘉
彬
「
近
代
中
日
関
係
探
源
及
両
国
外
交
使
才
挙
例
」、同
「
琉

球
亡
国
中
日
争
持
考
実
」（
と
も
に
中
華
文
化
復
興
運
動
推
行
委
員
会
編『
中
国
近
代
現
代
史
論
集
第
十
五
編　

清
季
対
外
交
渉（
二
）俄
・

日
』
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
六
年
）、
徐
興
慶
「
近
代
に
お
け
る
日
・
中
外
交
関
係
の
一
考
察

―
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
の

未
刊
「
日
・
清
往
復
外
交
書
翰
文
」
を
中
心
に
」（『
天
理
大
学
学
報
』
第
四
九
巻
第
二
号
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
。
外
務
省
が
中
国
語

通
訳
養
成
の
た
め
、
明
治
四
年
二
月
に
開
校
し
た
漢
語
学
所
の
督
長
（
つ
ま
り
所
長
）
に
も
就
い
た
。
六
角
恒
広
『
中
国
語
教
育
史
の

研
究
』（
東
方
書
店
、
一
九
八
八
年
）
三
五
〜
四
七
頁
。
清
朝
も
日
本
語
通
訳
の
不
足
を
痛
感
し
、
清
国
公
使
館
内
に
東
文
学
堂
を
設
置

し
て
東
文
（
日
本
語
）
教
育
が
お
こ
な
っ
た
が
、そ
の
教
習
に
も
鄭
永
寧
は
就
い
て
い
る
。
王
宝
平
『
清
代
中
日
学
術
交
流
の
研
究
』（
汲
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古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
三
八
七
・
三
九
八
頁
。

（
15
）　

土
井
康
弘
『
日
本
初
の
理
学
博
士　

伊
藤
圭
介
の
研
究
』（
皓
星
社
、
二
〇
〇
五
年
）、
杉
本
勲
『
伊
藤
圭
介
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
〇
年
）
な
ど
。

（
16
）　

川
島
正
太
郎
編
『
現
今
名
家
書
画
鑑
』（
真
誠
堂
、
一
九
〇
二
年
。
東
京
文
化
財
研
究
所
Ｈ
Ｐ
「
書
画
家
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
閲

覧
）
二
七
頁
、
荒
木
矩
編
『
大
日
本
書
画
名
家
大
鑑　

伝
記
上
編
』（
大
日
本
書
画
名
家
大
鑑
刊
行
会
、
一
九
三
四
年
。
芳
賀
登
ほ
か
編

『
日
本
人
物
情
報
大
系
』
第
六
七
巻
、皓
星
社
、二
〇
〇
一
年
に
覆
刻
）
一
一
五
二
頁
、結
城
素
明
『
東
京
美
術
家
墓
所
誌
』（
結
城
素
明
、

一
九
三
六
年
。
芳
賀
登
ほ
か
編
『
日
本
人
物
情
報
大
系
』
第
七
〇
巻
、
皓
星
社
、
二
〇
〇
一
年
に
覆
刻
）
一
〇
四
頁
な
ど
。
川
村
の
作

品
集
と
し
て
は
、
雨
谷
遺
墨
展
覧
会
編
『
雨
谷
墨
妙
』（
画
報
社
、
一
九
一
二
年
）
が
ほ
ぼ
唯
一
の
も
の
だ
ろ
う
。
同
書
は
か
れ
の
七
回

忌
を
記
念
し
た
回
顧
展
の
図
録
。

（
17
）　

陽
其
二
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、歿
す
る
数
日
前
に
み
と
め
た
自
筆
の
履
歴
書
が
あ
る
よ
し（
未
見
）。
宮
田
安『
唐
通
事
家
系
論
攷
』（
前

掲
）
三
三
八
〜
三
三
九
頁
が
摘
録
す
る
。『
万
朝
報
』
明
治
三
十
九
年
九
月
二
十
六
日
・
同
二
十
七
日
号
に
追
悼
記
事
が
あ
り
、
紀
年
に

誤
記
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
陽
の
詳
細
な
履
歴
を
の
せ
る
。
ほ
か
『
国
史
大
辞
典
』
第
十
四
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
三
四
三

頁
（
執
筆
者
は
山
宮
文
夫
）、『
庖
丁
塩
梅
』
影
印
本
の
江
原
「『
庖
丁
塩
梅
』
解
題
」
八
頁
な
ど
参
照
。
人
名
事
典
類
で
は
、
丸
山
信
編

『
人
物
書
誌
大
系　

福
沢
諭
吉
門
下
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
九
五
年
）
七
頁
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編
『
日
本
人
物
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
事
典　

商
人
・
実
業
家
・
経
営
者
篇
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
一
七
年
）
八
四
五
頁
な
ど
。

（
18
）　

偕
楽
園
は
、
日
本
の
中
国
料
理
受
容
史
で
か
な
ら
ず
言
及
さ
れ
る
老
舗
で
あ
る
。
陽
に
よ
る
開
店
の
の
ち
経
営
的
に
困
難
が
あ
っ
た

よ
う
で
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
笹
沼
源
吾
が
店
名
を
そ
の
ま
ま
に
借
金
も
ふ
く
め
引
き
継
い
た
と
い
う
。
草
野
美
保
「
日
本

に
お
け
る
中
国
料
理
の
受
容
：
歴
史
篇
」（
前
掲
）
五
六
〜
五
七
頁
、
江
原
絢
子
・
東
四
柳
祥
子
「
近
代
料
理
書
に
見
る
家
庭
向
け
中
国

料
理
の
形
成
と
そ
の
受
容
の
特
質
」（『
日
本
食
生
活
文
化
調
査
研
究
報
告
集
』
二
三
、
二
〇
〇
六
年
）
一
二
〜
一
四
頁
、東
四
柳
祥
子
『
料

理
書
と
近
代
日
本
の
食
文
化
』（
前
掲
）
一
一
六
〜
一
一
七
頁
な
ど
。
ち
な
み
に
源
吾
の
息
子
の
源
之
助
が
谷
崎
潤
一
郎
と
親
友
だ
っ
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。

（
19
）　
『
庖
丁
塩
梅
』
第
四
集
（
明
治
二
十
・
一
八
八
七
年
三
月
）
に
「
本
会
々
員
陽
其
二
氏
等
茲
に
見
る
所
あ
り
、
府
下
亀
島
町
に
偕
楽
園

と
唱
ふ
る
支
那
割
烹
店
を
開
設
し
庖
人
を
支
那
よ
り
雇
ひ
来
り
」」
云
々
と
あ
る
（
五
頁
）。『
庖
丁
塩
梅
』
に
偕
楽
園
は
し
ば
し
ば
登
場

す
る
。

（
20
）　

林
陸
朗
『
長
崎
唐
通
事
』（
増
補
版
、
長
崎
文
献
社
、
二
〇
一
〇
年
）
二
四
六
〜
三
二
二
頁
、
宮
田
安
『
唐
通
事
家
系
論
攷
』（
前
掲
）
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三
六
九
〜
三
七
一
頁
。

（
21
）　

桜
井
孝
三
「
横
浜
活
版
社
の
出
版
活
動
と
陽
其
二
」（『
印
刷
雑
誌
』Vol.73-10

、
一
九
九
〇
年
）。

（
22
）　

道
三
郎
に
は
遺
児
栄
十
郎
が
い
た
。
道
三
郎
自
尽
の
と
き
満
五
歳
十
箇
月
。
検
事
か
ら
海
軍
法
務
官
に
転
じ
、明
治
四
十
年（
一
九
〇
七

年
）
に
死
去
、
享
年
四
十
一
。
そ
の
経
歴
か
ら
い
っ
て
、
栄
十
郎
が
「
林
先
生
」
と
は
考
え
に
く
い
。

（
23
）　

た
ん
な
る
転
写
ミ
ス
も
あ
る
。
陽
書
一
〇
〜
一
一
頁
「
料
理
用
の
品
選
び
方
の
心
得
」
は
「
註
訳
」
第
四
回
「
選
用
須
知
」
の
流
用

で
あ
る
。
た
だ
「
註
訳
」
の
「
豚
を
ぐ
つ
ぐ
つ
煮
に
す
る
に
は
胸
の
肉
を
用
ひ
」
を
脱
し
て
い
る
。
こ
こ
は
似
た
文
章
が
つ
づ
く
た
め
、

流
用
者
は
誤
っ
て
脱
文
を
お
か
し
た
の
だ
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
例
は
稀
で
あ
る
。

（
24
）　

陽
が
「
註
訳
」
の
陰
の
か
つ
有
力
な
協
力
者
で
あ
り
、
そ
の
訳
文
に
か
れ
の
筆
が
多
く
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
註
訳
」
に
言
及

す
る
必
要
を
み
と
め
な
か
っ
た
、
と
ま
で
推
測
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。「
註
訳
」
第
九
回
の
末
尾
に
「
注
意　

本
集
第
三
拾
号
随
園

食
単
脱
沙
肉
料
理
中
、
用
網
油
一
張
裏
之
の
註
に
…
…
、
支
那
料
理
店
な
る
亀
島
町
偕
楽
園
に
於
て
、
曾
て
網
油
を
料
理
に
使
用
せ
し

を
喫
し
た
る
を
あ
り
、
依
て
山
雷
先
生
に
忠
言
す
」
と
い
う
無
署
名
の
記
事
が
あ
る
（
一
五
頁
）。
も
し
こ
の
執
筆
者
が
陽
其
二
で
あ
れ

ば
、「
註
訳
」
の
作
成
に
陽
は
直
接
関
与
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
も
そ
も
木
原
が
陽
に
言
及
し
な
い
の
だ
か
ら
、
ま

ず
は
陽
は
「
註
訳
」
の
協
力
者
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

（
25
）　

草
野
美
保
「
日
本
に
お
け
る
中
国
料
理
の
受
容
：
歴
史
篇
」（
前
掲
）
五
八
頁
。

（
26
）　
『
日
本
料
理
法
大
全
』
第
七
編
「
い
ろ
は
分
内
外
料
理
早
学
」
に
は
、
中
国
料
理
の
レ
シ
ピ
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
う
ち
に
『
随
園
食

単
』
の
影
響
が
あ
っ
た
か
否
か
。
そ
の
四
四
六
頁
下
段
に
雞
の
去
勢
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
随
園
食
単
』
冒
頭
の
「
先

天
須
知
」
に
も
い
う
け
れ
ど
。

（
27
）　

た
と
え
ば
、
潘
書
の
「
第
一
章　

料
理
人
の
心
得
」
は
ほ
ぼ
『
随
園
食
単
』
の
流
用
、
潘
書
一
六
三
頁
の
「
紹
興
酒
」
に
見
え
る
「
袁

枚
が
謂
つ
た
言
に
「
紹
興
酒
は
名
士
の
や
う
で
、
普
通
の
焼
酒
は
老
棍
の
や
う
だ
」
と
あ
り
ま
す
」
は
『
随
園
食
単
』
の
「
紹
興
酒
」

か
ら
の
引
用
。
青
木
訳
注
岩
波
文
庫
本
の
水
谷
真
成
「
解
説
」
二
九
三
頁
な
ど
。
潘
鐘
華
は
中
国
料
理
店
「
陶
々
亭
」
の
料
理
長
で
あ
っ

た
。
陶
々
亭
は
一
九
一
九
年
、
日
比
谷
に
開
業
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
は
孫
文
の
革
命
運
動
を
さ
さ
え
た
萱
野
長
知
で
あ
る
。


